
儀
坊
に
お
い
て
執
り
お
こ
な
わ
れ
、

い
て
は
被
告
の
も
っ
と
も
多
き
か
っ
た
現
場
に
そ
れ
ぞ
れ
祭
出
を
設
け
て
、

多
数
の
泣
族
、

日
制
前
者
、

市
民
が
参
列
レ
て
冥
福
を
祈
つ
に
。
ま
に
京
部
五
ヵ
町
村
民
お

法
一
裂
を
首
み
、
以
前
辺
助
広
お
い
て
も
勤
労
助
以
の

女
子
挺
身
隊
の
的
牲
者

抑
職
者
を
社
郊
に
、

仰
い
川
谷
村
に
お
い
て
も
、

守
院
や
公
会
立
に
お
い
て
部
浜
松
貯
を
、

西
部
の
玉
沖
村
、

は
都
公
判
灯
を
も
っ
て
そ
の
只
.
ね
を
祈
っ
た
。

(
別
品
川
和
}
ご
年
三
日
二
七
日
、
戦
災
灼
跳
者
の
引
を
引
う
泊
仙
川
大
法
濯
が
、
市
庁
市
川
治
作
中
一
ハ
・
川
市

立
出
一
九
州
火
)
に
お
い
て
舵
か
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
主
俄
者
は
欣
淀
川
代
説
会
兵
山
川
五
郎
、
神
戸
市
、
神

μvw聞
社
、
ぬ
州
民
は
兵
山
以
で
あ
っ
た
。
)

ハ吋
長守二2

i羽
tm 

2是

企ま

ヨニ1
IIU 

~ 
神

戸

の

初

空

襲

ρじ

. J] 

昭
和
一
七
年
〈
一
九
四
二
〉
四
月
一
八
日
、

ジ
ェ

l
ム
ズ
・
エ
ッ
チ
・
ド
ゥ
リ
ッ
ト
ル
小
位
指
却
の
ノ

i
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン

B

ヨと

お
抑
制
湖
水
機
が
は
じ
め
て
本
土
を
襲
っ
た
。
当
時
日
本
は
、
四
太
平
洋
上
の
制
海
腕
・
制
山
内
ム
総
を
m
m
保
し
て
お
り
1

戦
局
は
有
利

に
進
展
し
て
い
た
こ
ろ
の
山
米
む
と
で
あ
っ
た
Q

こ
の
日
、
米
航
控
除
倣
ホ

i
ネ
ッ
ト
か
ら
L

飛
ぴ
た
っ
た
一
六
機
は
、
取
京
に

i出

一
機
〈
川
崎
・
切
れ
・
航
製
以
を
合
む
)
、
一
ニ
機
が
名
古
民
、

片
飛
行
で
ほ
倣

四
日

神
戸
へ
投
抑
し
た
の
ち
、

和
歌
山
県
下
、

郊八1.i:

に
mmら
ず
、

中
国
の
凶
水
飛
行
場
に
哨
…
制
限
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
史
的
日
後
一
機
は
ウ
ラ
ジ
オ
へ
、

そ
の
他
は
中
国
の
惇
波
・
ぃ
附

目
付
近
に
降
下
し
、
塔
来
月
以
五
人
は
わ
が
町
に
捕
ら
え
ら
れ
た
。

こ
の
日
の
空
襲
は
全
く
防
空
の
段
を
つ
か
れ
た
も
の
で
、
A

市
民

五
O
九



五一

O

は
日
本
の
新
川
中
一
機
か
と
思
っ
て
空
を
仰
い
で
い
た
と
こ
ろ
へ
不
訟
に
燥
抑
・
焔
災
仰
を
務
下
さ
れ
、

は
じ
め
て
ア
メ
リ
カ
の
飛
行

~ uU JI己保

機
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ゐ
わ
て
て
待
避
し
た
。
京
京
で
は
犯
関
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
一
五
分
後
に
や
っ
と
犯
関
狩
叫
が
山
る
と

い
う
不
手
際
で
あ
っ
た
。
神
戸
に
お
い
て
は
二
時
半
と
ろ
俊
民
併
械
が
ね
り
、
市
民
が
空
を
仰
い
だ
と
き
に
は
、
米
一
機
は
ゅ
う

郊三時I

ゅ
う
と
市
の
上
空
を
低
く
旋
凶
し
、
兵
山
区
中
央
市
場
付
近
の
凶
山
町
・
鍛
冶
u
m
町
・
向
よ
町
・
船
大
工
町
・
切
一
戸
町
・
自
前
町

-
川
崎
町
の
七
町
内
に
一
一
キ
ロ
焔
災
抑
問
例
を
ば
ら
ま
い
て
い
た
。
告
知
が
燐
火
し
て
い
て
当
時
の
被
告
の
混
成
は
判
ら
な
い
が
、

こ
の
民
裂
で
市

ω従
来
以
一
名
が
凶

mm仰
を
w

つ
け
て
日
以
初
の
椛
牧
者
と
な
り
、

民
家
の
ほ
か
、
似
た
打
出
、
米
殺
削
給
料
合
の
米

殺

η作
な
ど
に
被
告
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
被
む
は
舵
少
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

か
く
も
や
す
や
す
と
米
機
の
位
入
を
許
し
た
こ

と
は
引
当
川
を
大
い
に
狼
引
さ
せ
る
と
と
も
に
、

民
間
的
山
公
開
に
与
え
た
前
併
は
尖
に
大
き
か
っ
た
。

B
m
神
戸
を
初
空
間
以

O 

Jj 

こ
の
あ
一
一
州
民
民
以
後
し
ば
ら
く
担
問
況
は
な
か
っ
た
が
、

サ
イ
パ
ン
・
川
の
失
陥
後
米
収
機
の
助
、
さ
は
よ
う

，4
1

・E-
1

凶

t
a
'
d
'
'
B
，、

昨
布
一
・
引

4
t
R

ゃ
く
活
発
と
な
り
、

一
一
月
二
凶
日

B
m
八
O
機
に
よ
る
取
京
の
火
山
公
泌
が
あ
り
、
名
前
m
m
、
大
阪
に
も
大
史
的
批
が
あ
っ
て
、
神

一
戸
の
山
内
山
槌
も
時
期
の
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
一
二
月
二
九
日
午
前
九
時
B
m
一
機
が
神
戸
上
空
に
泌
を
ゐ
ら
わ
し
、
約
一
時
間
に

わ
た
っ
て
、
阪
神
間
の
工
業
状
態
を
部
路
、
p

つ
い
で
同
一
八
日
午
後
一
時
一
一
一

O
分
B
勾
穴
、

七
ぬ
が
ふ
た
た
び
神
戸
上
犯
に
佼

入
、
神
戸
お
よ
び
m
以
下
を
広
範
に
偵
察
、
、
前
方
へ
・
去
っ
た
が
、

ζ
れ
は
生
的
判
的
の
偵
然
飛
行
で
あ
っ
た
o

d

か
く
て
ニ

O
年
三
九
四
五
v

一
月
三
日

B
m
~
機
が
神
戸
を
初
空
襲
し
た
D

マ
リ
ア
ナ
哉
地
を
飛
び
立
っ
た

B
均
九
O
践
は



主
力
を
も
っ
て
名
古
民
を
攻
撃
し
、
戸
川
ゆ
を
も
っ
て
京
は
浜
松
、
J

聞
は
大
阪
・
神
戸
広
来
税
レ
に
も
の
で
、
大
阪
八
は

J
O械、

神
戸
へ
は
〕
織
が
来
的
問
、
午
後
二
時
三
分
担
製
抑
制
が
発
令
さ
れ
、
神
戸
区
、
渋
川
川
区
お
よ
び
能
的
巾
の
航
舶
に
対
レ
、
J

了
七

J
の
焔
一
災
訓
円
五

O
M帆
を
川
以
下
し
て
南
方
海
上
に
去
っ
た
白
こ
の
県
別
で
，

Mmお
よ
び
花
治
の
航
船
に
消
午
の
被
授
が
あ
り
、
防
衛

総
司
令
官
以
久
泌
訂
版
下
が
卯
河
川
沢
被
討
状
別
依
然
の
た
め
米
神
さ
れ
た
。

川
崎
航
空
機
(
明
石
〉
の
空
襲

ー
ー
ム
一
O
年
一
月
一
九
日

l
i

一
月
一
九
日
に
は
隣
践
の
明
石
市
和
坂
の
川
崎
航
自
機
明
石
工
場
の
大
川
城
県
が
あ
り
、

近
総
地
区
で
初
め
て

一
ト
ン
似
仰
が
川
以

下
さ
れ
、

神
戸
市
に
も
被
告
が
あ
っ
た
。

こ
の
日
、
午
後
一
時
二
二
分
史
製
幹
線
が
指
令
さ
れ
、

B
9
1
コ
縫
パ
J
U

升
い
る
日
目

τ
ι
2
j
f、
子
』

1
7
3
H
I
1
2
i
f
ヴ，

f
I

よ
り
七
脱
削
に
分
れ
て
来
辺
、
主
・
刀
を
も
っ
て
明
石
市
を
攻
幣
し
、
そ
の
一
部
は
京
都
、
大
阪
、
氾
崎
、
神
戸
、
則
的
町
、
山
知
を

煤
照
し
て
三
時
前
万
泌
ょ
に
去
っ
た
。

こ
の
日
の
攻
烈
日
以
は
川
崎
航
防
法
機
工
場
で
、

こ
の
燥
取
で
同
工
場
お
よ
び
川
辺
に
大
被
拐
を
与
え
た
。

投
下
以
郎
五

災

側
、
こ
の
燥
限
で
全
市
に
死
者
一
ニ
ニ
ニ
人
を
向
し
、
隣
接
の
明
石
郡
去
作
村
・
伊
川
谷
村
(
ニ
二
年
三
月
神
戸
市
に
納
入
・
羽
来
水
ば
)

も
、
こ
の
空
襲
の
余
波
を
h

つ
け
て
五
三
制
の
似
抑
が
投
下
さ
れ
て
、
死
者
二
五
人
を
出
し
、
市
内
で
は
神
戸
区
税
関
輸
出
引
務
所

1]究

が
焔
災
抑
攻
燥
を
う
け
て
犠
牲
者
を
出
し
た
。
。

B
m
が
阪
神
地
区
に
大
数
十
来
襲
し
た
こ
と
は
こ
の
日
が
は
じ
め
で
、
攻
般
の
な

23八王2

図
が
、
航
空
機
住
産
施
設
の
破
壊
を
犯
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
神
戸
市
民
は
一

J
煤
抑
の
も
の
淡
い
街
き

あ
げ
る
よ
う
な
地
下
反
動
を
防
空
間
悼
の
中
で
は
じ
め
て
体
験
し
た
。
市
民
は
こ
の
時
B
m
一
ニ
機
が
火
を
附
引
い
て
庖
逆
さ
ま
に
海
中

五



に
mmち
て
ゆ
く
す
が
に
を
凡
た
の
だ
っ
た
。

五

22浪記録部四郎

四

川
崎
・
三
菱
造
船
所
の
爆
撃

i
l二
O
年
ニ
バ
問
日

l
l

は
削
州
・
か
ら
一
一
手
に
分
れ
、

二
月
四
日
は
抑
制
刊
が
問
凶
も
発
令
さ
れ
、
午
後
二
時
と
九
時
二
一
一
分
に

q-製
が
あ
っ
た
。
民
地
を
飛
び
立
っ
た

B
m
一
O
O機

一
部
ま

A
i、
代
い
司
自

U
こ、

-
J
y
i

，.，
b
'
J
b
q
，U
K
I
F
-
P
T
'
1
a
a
H
.

，ptrτ
・・'S司

中
小
山
均
八
五
機
が
十
数
仰
川
と
な
っ
て
神
戸
市
に
以
入
、
午
後
二
時
地

ぎ
か
ら
ニ
時
間
余
に
わ
た
っ
て
、

林
田
ぼ
、

兵
時
以
一
川
お
よ
び
淡
京
区
に
燥
側
、

腕
市
内
仰
を
泌
投
し
て
市
万
に
去
っ
た
口
こ

の
担
裂
の
攻
幣
日
以
は
川
崎
・
三
菱
一
向
逃
船
所
で
、
出
}
川
仰
川
が
川
崎
浪
工
業
総
船
エ
川
、
を
H
M
M
に
、
突
堤
山
川
両
一
間
に
わ
た
っ

仰
凶
民
学
校
を
、

て
総
仰
や
を
加
え
、
姶
造
中
の
航
空
母
倣
ニ
災
そ
の
他
に
大
川
山
討
を
与
え
、
第
二
、
一
一
一
.
仰
は
が
一
一
一
波
治
船
所
、
一
一
…
淡
泊
機
ほ
か
利
川

ム
口
約
制
判
的
、

第
四
給
問
が
銘
ケ
削
尖
議
(
a
M

ん
鉛
ケ
削
紛
紛
〉
ほ
か
を
、

Y
J
e
L

・・HVM
H川

eAP---KJHA品
、
も
↑
ι
1

、

ヨ
ヨ
ド
・
h

い
古
川

h
m
t必

市
川

H
H川
H
4

パ刀、

i
r
I且!
"
M
H
d
亨
T

兵
山
辺
川
お
よ
び
凶
部
地
惜
の
市
町
工
初
、
在
治
続
的
を
攻
取
し
た
。
投
下
仰
は
火
、
小
川
城
郎
、
油
断
お
よ
び
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
泌

災
訓
刊
だ
っ
た
が
、
一
一
料
川
の
攻
州
市
申
旬
、
つ
け
た
一
ニ
変
造
船
所
の
限
引
は
大
き
か
っ
た
。
こ
の
山
γ
一
決
で
川
附
は
七

O
、
一
一
一
妥
は
六
一
の

協
・
刀
工
均
が
総
取
を
う
け
、
決
以
・
林
間
・
兵
m
仰
の
各
ば
に
大
火
災
が
お
こ
り
、
政
仙
州
天
に
沖
し
、
付
近
の
工
場
地
川
一
仰
を
焼

い
た
む
劫
火
は
夜
に
入
っ
て
も
去
ろ
え
ず
、
神
戸
市
初
の
火
山
山
槌
で
、
市
民
は
は
じ
め
て
出
現
の
尖
践
を
知
っ
た
む

訓
告
は
死
者
一
一
六
人
、
負
向
者
一

0
0人
、
m
u
物
の
全
焼
全
壊
一
、
八
五
七
一
円
、
エ
叫
五
八
、
半
総
半
岐
八
回
一
円
、
提
災
行
近
、

八
O
二
人
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
樫
災
者
に
は
焚
出
し
、
特
別
問
給
、
収
谷
な
ど
援
設
の
手
が
の
べ
ら
れ
た
。

空
襲
に
対
す
る
市
長
告
諭
一
野
岡
市
長
は
こ
の
仙
沼
裂
に
あ
た
り
、
米
機
、
地
改
後
政
ち
に
、
市
民
に
告
ヤ
る
伐
の
持
論
を
新
聞



を
謡
、
じ
、
ま
た
全
市
に
掲
示
し
て
市
民
に
冷
静
な
る
行
動
を
制
凶
器
レ
口
。

紋
機
の
中
一
裂
に
よ
り
、
本
市
に
間
少
の
被
容
を
庄
じ
た
る
も
、
凶
係
各
機
凶
協
・
刀
し
、
波
肋
な
ら
び
に
応
急
佼
旧
作
業
は
お

々
巡
捗
巾
な
り
。
市
民
各
位
は
冷
的
出
荘
、
出
P
J

叫
に
叩
が
わ
ず
、
よ
ろ
し
く
放
凶
粉
仰
を
.
恥
必
し
、
ル
弘
践
の
附
加
に
挺
身
せ
ん
こ

と
を
抱
一
h
u
u

五

市
役
所
に
も
爆
弾

1
1
1
1
d
ご
、
ノ
ロ
γ
4
4
1
J
h

、IS
I
l
l
i

-

-

1

1

1

1

岡
子
'
〉
1
恥

τ
J
Uノ
f
i
l
l
-
-
t

二
月
六
日
午
前
本
時
二
七
分
と
一
時
間

O
分
に

B
m
各
一
機
が
米
拠
1

灘
区
・
神
戸
ぽ
・
決
別
ば
に
煤
卯

一
O
、
焔
災
仰

内
側
を
投
下
し
た
が
、

こ
の
う
ち
神
戸
区
の
被
怒
が
も
っ

と
も
大
き
く
、
市
役
所
に
も
煤
郎
ニ
似
と
焔
災
仰
が
投
下
さ
れ
た
。
川
城

仰
は
幸
い
前
胞
と
後
胞
に
明
治
ち
た
の
で
被
む
な
く
、
焔
災
仰
は
い
仕
合
の
ニ
附
図
北
約
の
一
泌
を
総
し
た
の
み
で
消
し
と
め
た
が
、

元
町
の
一
ニ
趨
付
近
・
山
手
の
氾
以
道
・
宇
治
川
市
場
付
近
に
も
投
川
押
し
た
た
め
、
死
者
一
四
人
、
負
俗
者
三

O
人
、
山
本
以
.
の
全
壊

問
、
半
壊
一
間

O
、
総
災
右
ニ
凶
一
人
を
出
し
た
。

な
お
こ
の
日
の
泡
即
日
で
以
・
立
的
一
小
学
校
〈
叫
犯
の
神
戸
刈
校
)
、

wmmw山
な

よJと

ど
の
京
山
館
、

存
日
野
弘
地
、
火
制
作
場
な
ど
に
も
燥
仰
が
投
下
さ
れ
、
石
地
・
石
川
州
能
な
ど
が
多
数
破
壊
さ
れ
た
。

つ
い
で
二
月
八
日
に
は
野
合
ば
の
神
戸
製
鋼
所
付
近
、

小
山
巡
り
・
官
水
辺
り
付
近
に
ニ

O
J煤
仰
が
多
数
投
下
さ
れ
~
灘
区

lは

に
も
お
よ
ん
だ
が
、
従
区
の
担
容
は
隠
微
で
あ
っ
た
、

乙
の
日
の
投
抑
数
は
一
四
六
例
で
死
者
二
一
一
人
、
負
俗
者
一
ニ
四
人
、

工
場

tr~八72

全
政
一
の
ほ
か
住
宅
の
半
壊
四
四
一
戸
、
穏
災
布
一
一
一
五
人
を
出
し
た
。

こ
の
前
後
か
ら
ほ
と
ん
ど
ん
昨
日
の
よ
う
に
虫
裂
が
あ
る
の

で
、
市
民
は
「
空
の
定
期
間
以
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、

二
月
に
は
大
小
一
一
一
一
凶
、

ご
一
一
一
日
の
空
間
円
で
あ
り
、
大
阪
湾
に
は
じ
め
て
俄

五



五
一
四

お
が
投
下
さ
れ
た
。

:1i !i，~ 記録

-'-J、
神
戸
の
夜
間
大
空
襲

i
i川
和
二

O
年
三
月
一
七
日

i
l

tiI凶節

サ
イ
パ
ン
の
米
市
航
空
法
地
が
強
制
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て
虫
却
も
一
段
と
市
浪
に
な
り
、
以
京
は
三
月
四
日
、
三
日
川
一

O
日

に

B
m各
一
五

O
機
に
よ
る
夜
間
大
中
一
裂
を
交
け
、
市
街
の
約
半
分
を
焔
い
た
。
都
市
に
対
す
る
銀
波
別
保
般
が
は
じ
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

一
二
日
に
は

B
m
一一ニ

O
機
が
名
古
川
m
市
に
、

一
三
日
夜
か
ら
}
四
日
制
に
か
け
て
は
火
阪
、
尼
崎
市
に
大
似
黙
を
加

え
た
。
こ
れ
ら
大
郎
市
の
被
告
状
剖
が
判
明
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
が
予
組
以
上
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
に
の
で
、

市
に
お
い
て
は
関
係
市
に
史
民
を
派
し
、
見
と
巡
絡
を
と
っ
て
応
急
対
策
を
泌
じ
つ
つ
あ
っ
た
矢
先
、
一
一
一
月
一
七
日
の
火
山
辺
と

つ
蘇
回
、
ノ
持
、

J
'
、d
o

f
、v
.
J
i

じ
て
+
0

・4

七
O
機
で
無
差
別
保
怒

一
一
一
月
十
七
日
(
土
)
午
前
一
時
間
一
一
一
分
、

m川
波
将
戦
、

つ
い
で
一
時
五
八
分
別
決
将
総
が
海
令
さ

れ
に
。
ラ
ジ
オ
は

B
m
m
の
大
刺
隊
が
泣
州
滋
に
、
数
紛
隊
が
紀
州
沖
に
あ
り
、
多
紋
附
怖
が
れ
叫
伊
半
ぬ
を
旋
同
終
結
中
、
阪
神
万
一
白

は
純
一
戒
を
裂
す
と
し
き
り
に
抑
制
じ
て
い
た
。
熊
野
凝
↓
紀
伊
半
向
。
日
知
↓
徳
山
↓
、
淡
路
以
万
の
ニ
コ
!
ス
で
巡
攻
し
た

B
m六

O
機
が
紀
淡
海
峡
付
近
で
旋
凶
終
結
、
攻
常
態
、
持
を
と
と
の
え
、
そ
の
一
織
が
午
前
二
時
五
分
、
神
戸
上
空
に
け
は
入
し
た
。
限
立

燈
の
光
叫
拾
が
何
本
も
兵
略
い
夜
空
に
光
り
の
約
を
描
い
て
佼
入
機
を
捕
ら
え
、

ζ
れ
を
日
が
け
て
日
射
砲
が
ゆ
叫
ん
に
火
を
吹
き
、

砲
郎
は
侵
入
慌
の
前
後
に
さ
く
れ
っ
し
て
い
た
が
、
機
首
を
転
じ
た
侵
入
機
は
須
・
燃
の
成
部
と
元
町
↓
三
官
、
ぬ
の
上
訟
に
ミ
、

問
的
の
照
命
制
仰
を
投
じ
て
海
上
に
去
っ
た
。
こ
の
照
明
却
の
強
烈
な
閃
光
で
今
ま
で
真
っ
暗
だ
っ
た
神
芦
全
市
が
w
N
M
伐
の
よ
う
に
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.
u三
七
日
の
神
.
ド
ル
官
印
刷
に
っ
し
て

L

八
・
ド
引
い
の
丸
山
K
を
地
じ
た
川
日
新
刷

ド

W
附
下
す
"
。
純
一
山
内
側
L

れ
が
対
明
向
山

、H川
司
t
符
叶
け
日
・
仁

t
L
はルコ

r
J
H
f

・-+冷
Muta--
ド
[
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明
る
く
な
っ
た
と
思
う
と
、

こ
こ
を
日
以
に
洋
よ
の
六
O
機
ハ
あ
る
い
は
七
O
険
》
が
日

O
料
問
と
な
っ
て
、

は
じ
め
は
七
千
が
位

の
高
度
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
ニ
・
三
干

M
の
的
虫
で
殺
到
し
、
周
辺
部
か
ら
中
心
部
へ
、
山
ハ
匂
油
脂
焔
災
卵
、

エ
レ
ク
ト
ロ
ン

協
災
卵
、
小
担
保
附
仰
を
泌
投
し
、
無
認
別
純
白
川

Mmを
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
光
以
は
災
に
物
淡
く
、
焔
災
仰
は
ザ
ア

l
ッ
、
ザ
ア

i
ッ
と
瓜
様
な
背
と
と
も
に
一
闘
の
よ
う
に
降
り
そ
そ
吉
、

以
仰
が
さ

く
れ
つ
し
た
と
お
も
う
と
、
た
ち
ま
ち
凶
の
空
が
赤
く
な
っ
て
火
の
手
が
あ
が
り
、
兵
印
・
新
開
地
付
近
は
火
の
訓
。
飛
行
機
の

通
っ
た
あ
と
に
は
線
を
引
い
た
よ
う
に
火
の
手
が
あ
が
る
の
が
見
え
、
見
る
見
る
う
ち
に
市
内
各
所
に
ひ
ろ
が
っ
て
行
く
。

わ
が
戦
闘
機
は

B
却
を
日
が
け
て
川
市
放
た
攻
取
を
か
け
、

B
m
の
巨
体
が
火
を
吹
き
な
が
ら
段
ち
て
行
く
の
が
パ
ノ
ラ
マ
の
よ

う
に
は
っ
き
り
明
一
見
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
夜
は
慌
を
と
も
な
っ
た
北
風
が
強
く
、
兆
、
い
夜
で
あ
っ
た
が
、
夜
の
ふ
け
る
と
と
も
に
風
は
次
第
に
強
く
な
っ
て
・
烈
風
と

な
っ
た
。

こ
の
瓜
が
火
剣
山
を
煽
っ
た
た
め
、
各
所
に
飛
火
し
て
大
火
災
と
な
り
、

つ
い
に
本
市
の
間
半
分
を
焔
き
尽
し
た
。
北
風

に
あ
お
ら
れ
て
火
が
路
市
を
定
り
、

瓜
下
に
逃
賊
す
る
人
々
の
群
れ
に
追
い
迫
っ
て
い
る
様
は
、

き
な
が
ら
地
獄
の
劫
火
を
思
わ

災

し
む
る
も
の
が
あ
っ
た
。

渋
川
神
社
西
側
の
熔
に
は
炎
を
避
け
て
焼
け
死
ん
だ
多
く
の
死
体
が
あ
り
、

兵
陀
区
消
感
塚
近
く
の
大
輪
間
柄
付
近
で
は
風
下

i法

に
逃
れ
ん
と
し
て
避
総
し
た
多
く
の
人
々
は
巡
河
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
、
泊
り
く
る
焔
に
追
わ
れ
て
巡
河
の
貯
木
筏
の
上
に
飛
び

部八fz

降
り
て
逃
れ
よ
う
と
し
た
が
、
対
作
は
飛
び
火
で
す
で
に
燃
え
て
い
る
た
め
、
腹
背
に
火
を
h

つ
け
て
多
く
の
人
々
が
辺
河
の
中
で

住
へ
叩
を
断
っ
た
白
熱
気
に
堪
え
か
ね
、
水
約
の
中
で
死
ん
で
い
る
人
も
あ
っ
た
。
新
聞
地
で
は
鉄
筋
建
築
の
劇
場
に
避
難
し
た
多

五
一
五



マ
ム
司
」
¥

『
イ
」
田
-
，
，

く
の
人
々
が
吹
き
込
む
火
焔
と
熱
気
の
た
め
に
命
を
火
い
、
一
立
た
仰
の
防
空
岐
に
避
銚
し
た
人
々
も
狐
炎
に
包
ま
れ
、
城
中
に
y
u

~~ E~ 記録

っ
し
り
折
り
況
な
っ
て
蒸
し
焼
き
に
な
る
な
ど
、
見
る
に
忍
び
ぬ
惨
状
、
が
市
内
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
た
。

こ
の
級
邸
煤
般
は
コ
一
時
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
五
時
十
五
分
よ
う
や
く
桃
山
械
が
郎
除
さ
れ
た
。
投
郎
試
に
つ
い
て
は
わ

郊凶節

ず
か
に
神
戸
区
、
須
蹴
川
区
の
記
録
が
存
す
る
の
み
で
、
そ
の
他
は
全
く
記
録
が
な
い
。
川
区
の
投
川
円
以
は
艇
、

mz三
七
例
、
州
加
災

卯
一
一
一
万
三
、
六
二
五
制
〈
神
戸
鼠
!
燃
料
七
円
、
焼
災
卯
一
万
問
、
一
一
一
一
八
、
州
制
限

.Klumニ
冗
立
寸
桃
川
火
川
町
一
万
四
、
二
一
一
一
七
〉
と
お
採
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
佼
の
虫
裂
に
つ
い
て
大
本
訟
は
、

一
一
一
月
一
七
日
二
時
三

O
分
と
ろ
よ
り
約
二
時
間
に
わ
た
り
、

B
m
約
六

O
機
が
神
戸
地
以
に
米
拠
、
市
街
地
に
対
し
キ
…
ー
亡
し

て
焼
災
仰
に
よ
毛
無
誌
別
爆
州
市
を
災
施
せ
り
0

・
石
川
城
県
内
h

よ
り
市
的
地
に
相
当
の
火
災
を
活
出
せ
る
も
、
そ
の
火
封
は
一

O
時

ご
ろ
ま
で
に
お
お
む
ね
制
印
さ
れ
た
り
a

わ
が
虫
・
地

m-W隊
は
烈
敢
に
こ
れ
を
迎
取
し
、
一
そ
の
ニ

O
機
を
娘
段
、
そ
の
他
人
ι

総
に
刻
印
世
を
与
え
た
り
。

と
発
公
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
火
は
容
易
に
消
え
ず
、

一
週
間
た
っ
て
も
そ
こ
こ
こ
に
余
怖
が
あ
っ
た
由
山
火
取
は
一
八
日
夕

万
よ
う
や
く
鎮
火
し
た
。

被
害
全
区
に
お
よ
ぶ
こ
の
大
規
制
、
な
焼
夷
郎
攻
常
に
よ
っ
て
被
誌
は
全
区
に
お
よ
び
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
元
町
は

一
ニ
誠
一
付
近
の
ご
り
で
除
い
て
間
半
分
を
灰
総
に
帰
し
、
新
開
地
、
福
原
も
槌
塊
と
化
し
た
。
そ
の
被
告
は
災
に
お
大
で
こ
れ
を
ほ

別
に
す
る
と

F



神
戸
区
栄
町
、
海
山
泊
り
、
山
川
貯
留
地
、
来
川
前
町
か
ら
元
町
凶
・
五
丁
目
・
北
長
山
氏
泊
り
・
・
山
手
泊
り
、
以
庁
付
近
か
ら
北
京
広
か
り

て
o
z

林
間
区

前
版
、
守
池
・
片
山
・
大
路
・
尻
池
・
神
話
・
制
川
・
川
凶
・
浪
松
町
・
池
川
広
町
・
}
評
町
・
ニ
帯
町
・
三
界
町
・
仰
版
活
り

.
松
町
一
泊
り
そ
の
他
広
花
開
に
。

-戸、、，FJ
 

、.，
d
'

区
一
半
川
村
・
渋
川
附
・
神
川
・
大
同
・
氷
山
力
・
熊
野
・
淡
川
・
石
井
町
ほ
か
。

須
防
.
区

菊
池

-uM池
・
成
M
M
・
似
山
・
取
引
・
細
川
ハ
・
キ
州
・
球
広
・
山
州
・
京
創
出
・
月
凡
・
千
守
・
古
川
・
小
守
の
各
町
・
市
ほ

カー

白
人
ハ
区

市
川
谷
・
波
川
神
社
付
近
・
布
引
・
川
時
点
山
も
火
の
小
川
と
化
し
、
行
協
を
は
さ
ん
で
中
一
川
川
以
.
同
・
加
納
町
以
来
の
行
総
市
部

作
正
予
行
町
、
山
花
町
ま
h
'百

4

・'
t
v
d
'
eキ
日
ド

n州
市
、

t
i
-
b
t
e
Jん

E
F
・以
H
げ
・
点
灯
1
2
・u
川
氏
リ
リ
刀
守
河
川
川
町
0

・ご

-
E
f
-
-』
H
v
l
J
一

I
1川
町

、
t
H
u
q
r
h
・3
1

一.，Hur

"仲正

r』

品
，
、
三

兵
仰
州
民
・
淡
京
区
は
ほ
と
ん
ど
余
焼

〈
九
日
比
)
上
向
の
ほ
名
は
当
時
神
戸
市
は
「
八
区
制
」

(
減
、
口
合
、
神
戸
、
決
来
、
決
、
兵
州
、
林
川
、
幻
防
ば
〉
で
あ
っ
た
が
、
乙
の
岱

間
九
い
れ
後
の
ニ

O
年
五
日
川
一
日
「
山
ハ
区
制
」

〈
縦
、
詩
人
川
、
ル
ー

m、
兵
州
、
一
氏
川
、
刻
印
刷
区
」
一
に
改
め
、

mU山
民
も
心
ハ
山
小
引
に
統
合
さ
れ
て
区
名
を
辺

災

す
る
こ
と
に
な
勺
た
。
そ
の
役
隣
接
町
村
の
合
併
に
よ
っ
て
、
京
雌
ば
・

fm水
は
ぬ
が
設
内
さ
れ
て
刑
判
犯
は
八
ぼ
で
あ
る
。

港
湾
脳
設
・
収
俗
関
係
万
一
向
の
被
お
も
ま
た
大
き
く
、
一
ニ
姿
一
…
以
工
業
神
戸
造
船
所
は
造
船
工
作
部
・
造
機
工
作
部
・
鈎
造
部
・

戦

外
楽
部
ほ
が
椛
内
六

O
純
一
万
五
千
町
、
椛
外
六
三
抑
一
万
一
千
余
昨
を
全
半
焼
し
~
川
崎
武
工
染
は
航
船
工
場
・
浩
兵
工
場
・

tZ八7;t

制
川
水
服
部
に
大
被
容
を
う
け
、

一一

O
仰
延
べ
二
万
一
、
八
一
一
二
却
を
公
平
焼
、

死
似
者
を
出
し
、
同
造
船
所
で
服
装
中
の
収
総
・

船
舶
な
ど
に
も
被
告
が
あ
っ
た
G

Ji 

'じ
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市
役
所
関
係
で
は
、
立
合
・
淡
京
・
兵
郎
の
各
区
役
所
が
焼
失
し
、
県
庁
・
神
戸
地
万
裁
判
所
な
ど
の
官
公
筒
、
神
戸
中
央
郵

空襲記録

便
局
・
神
戸
中
央
氾
話
同
市
外
む
話
分
同
・
主
張
山
市
工
場
・
武
郎
離
宮
の
宮
殿
お
よ
び
付
同
泌
物
・
淡
川
神
社
が
焼
失
し
た
。

こ
の
恕
裂
は
六
月
五
日
の
空
襲
と
と
も
に
、
神
戸
市
に
成
滅
的
な
大
被
告
を
記
録
し
た
忘
れ
難
い
笠
閣
で
、
夜
空
を
然
す
y

大
火

T
』
阿
山UJ
 

nυLr 
"・・・
d

付
H
パ

災
は
泣
く
大
阪
、

都
路
か
ら
も
眺
め
ら
れ
た
と
い
う
。

空
削
判
明
日
抑
制
の
解
除
と
と
も
に
、

じへ反
J
D
j・
l
i
b
-
L
J
S浸
こ

R
7
つ

」

fmw-H
江
紅

W
E
Fヰ
ヵ

L
t
i
t
-

け
、
地
元
の
消
防
仰
に
協
力
し
て
消
火
に
あ
た
っ
た
。

こ
の
戦
災
に
つ
い
て
防
衛
本
部
.
長
山
内
京
は
四
月
一
八
日
の
市
会
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

一
一
一
月
一
七
日
深
夜
に
お
け
る
故
料
以
内
心
裂
に
閃
り
ま
し
て
本
市
の
被
り
ま
し
た
被
告
は
各
区
に
立
る
広
祁
聞
の
も
の
で
、
災
担
の
悦
牲
と
な

ら
れ
ま
し
た
市
民
の
死
亡
打
は
二
、
七
O
O余
名
、
古
川
怜
白
川
引
ム
ハ
、
ニ
O
O余
名
、
住
山
心
の
全
焼
一
会
成
は
尖
に
六
万
八
千
余
戸
、
延
焼
平
地
は
約

六
0
0一
戸
の
多
き
に
述
し
、
ま
こ
と
に
悲
恰
な
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
前
川
山
口
出
ぬ
む
の
例
に
な
ら
い
、
椛
災
の
状
熊
m
M
・
院
に
よ
り
些
少
で
あ
り
ま
す
が
、
見
持
令
一
を
m
H
A
し
、
ま
た
約
服
せ
ら

れ
ま
し
た
る
町
内
会
役
此
に
対
し
、
五
日
一
W
A
以
を
附
川
良
し
、
幾
分
で
も
木
市
と
し
て
な
の
作
す
る
と
こ
ろ
を
彼
氏
せ
し
め
ま
し
て
市
民
述
を
は
め

た
い
と
存
じ
ま
す
。

躍
災
者
ニ
三
万

こ
の
史
的
況
に
よ
っ
て
死
者
二
、
五
九
八
人
、
負
制
則
投
八
、
五
五
八
人
、
家
肢
の
全
焼
余
波
六
万
四
、
六
五
三

一
戸
、
半
焼
半
民
一
、

O
七
五
一
戸
。
エ
れ
明
会
総
会
民
八
二
一
ニ
、
同
半
純
一
一
一
ニ
o
m
m災
者
一
一
三
万
六
、
一

O
六
人
を
山
し
た
が
、
こ
の
う

ち
も
っ
と
も
多
く
死
俗
宥
を
出
し
た
の
は
来
日
m
が
続
的
対
し
て
い
た
兵
陀
ほ
の
七
、
四
五
ニ
人
で
、
林

mほ
の
一
、
五
五
七
人
、
須
崎

区
の
八
六

O
人
、
降
、
京
区
四
一
一
一
二
人
、
詳
合
区
三
九
四
人
の
問
。
摂
災
者
の
多
か
っ
た
の
も
兵
郎
ほ
の
九
万
四
、
二

O
三
人
で
、

林
同
区
の
四
万
三
、
こ
こ

O
人
、
出
関
東
区
の
三
万
五
、
七
こ
四
人
で
、
一
須
崎
区
の
~
万
七
二
六
五
人
、
百
合
ほ
の
~
万
ミ
、
ミ
穴
七



人
の
.
加
で
あ
っ
た
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こ
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内
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で
白
川
峠
の
彼
万
の
明
石
部
伊

川
谷
村
布
施
畑
(
刑
制
・
垂
水
区
〉

に
も
焔
市
内
抑
約
五

O
O例
が
投

下
さ
れ
て
死
者
一
人
、
良
川
間
活

六
人
、
家
Mm
二
二
一
戸
を
全
焼
し

た。
上
お
の
と
と
く
神
戸
市
は

挙
に
二
三
万
六
、

0
0
0
余
の

権
災
者
を
出
し
た
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
の
数
字
は
名
古
川
m
市
が

災

数
聞
の
史
的
械
に
よ
っ
て
出
し
た

招
災
者
数
ニ
七
万
に
近
く
、
わ

)ì~ 

ず
か
一
回
の
空
襲
で
か
く
多
数

~1八??;:

の
限
災
者
を
出
し
た
の
は
市
民

の
消
火
に
対
す
る
熱
訟
の
欠
如
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五
二

O

と
、
逸
早
き
符
避
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
市
人
の
談
話
が
新
聞
に
減
っ
た
が
、
名
前
肢
の
皮
肉
'
は
神
風
機
で
知
ら
れ
て
い

iJ¥J td!司寸土寸ιJミμc，v，f( 

る
一
一
一
変
航
空
機
工
場
な
ど
に
対
す
る
煤
抑
攻
黙
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
神
戸
の
虫
犯
は
焔
市
内
抑
攻
般
で
あ
っ
た
た
め
に
被
告
が
大

き
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

t11f'LJ節

神
戸
市
を
拠
っ
た

B
m
の
機
数
が
他
の
都
市
に
く
ら
べ
て
判
じ
る
し
く
少
な
く
、
一
以
京
都
の
半
数
以
下
で
あ
る
が
、
'
以
京
、
名

古
川
m
、
大
阪
、
神
戸
と
凶
巡
す
る
に
つ
れ
て
そ
の
機
数
が
少
く
な
っ
て
い
る
の
は
米
関
の
部
成
、

わ
が
航
自
部
隊
、
地
・
い
ん
部
隊
の

敢
闘
に
よ
っ
て
被
っ
た
航
犯
機
の
以
粍
が
補
充
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
物
れ
っ
て
い
る
が
、

こ
の
航
型
機
の
引
祁
も
間
も
な
く
術

光
さ
れ
て
、
五
月
一
間
日
よ
り
三
千
機
以
上
の
多
数
織
に
よ
る
犯
関
と
な
っ
た
。

空
襲
と
治
安

間
和
一
九
年
七
月
、
本
土
防
衛
の
た
め
九
州
削
川
の
動
は
が
お
こ
な
わ
れ
、

}
一
一
一
都
道
川
以
に
純
一
的
隊
が
役

ほ
さ
れ
て
い
た
か
、
神
戸
地
区
に
は
大
阪
附
行
ぽ
中

m
m問
、
一
一
九
、

問
、
一
二
正
、

引
、
-
一
一
ベ
、

I

E

S

"

J

 

間
二
四
八
、
問
、
一
四
九

部
隊
が
野
町
に
つ
い
て
、
抑
制
災
後
の
隙
芯
物
や
危
険
物
の
除
去
、
不
発
仰
の
処
聞
は
、
道
路
の
凶
行
発
作
栄
に
当
り
、
戦
災
後
の
応
九
一
川

町
山
伯
作
栄
は
こ
れ
ら
の
出
隊
と
将
然
、
仙
川
河
防
間
の
手
に
よ
っ
て
行
々
と
お
こ
な
わ
れ
、
治
安
は
保
た
れ
て
い
た
Q

向
日
戦
解
除
と
と
も
に
市
の
山
雨
水
部
は
、
兵

mm川
そ
の
他
浦
日
庁
と
限
的
情
な
巡
絡
を
と
り
、
山
ツ
セ
移
さ

援
災
者
援
後
対
策

ず
mm
災
者
収
容
所
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、

一
七
日
午
後
三
時
か
ら
市
庁
合
内
に
会
防
衛
組
引
を
約
処
し
て
緊
急
亦
制
対
策
授
は

会
を
問
主
、
設
も
緊
急
を
製
す
る
食
料
の
配
給
を
前
一
点
と
し
て
協
活
を
沢
ね
た
れ
州
泉
、
三
日
分
の
非
常
配
給
米
に
つ
づ
い
て
主
食

料
品
の
ほ
か
、
間
食
物
と
し
て
た
く
あ
ん
・
梅
干
な
ど
の
応
急
品
に
加
え
、
第
二
日
目
の
一
八
日
に
は
除
、
牛
肉
、
f

昆
布
、
設
立

2

な
ど
の
缶
詰
認
を
収
容
所
・
市
内
結
故
先
の
全
根
災
者
に
も
れ
な
く
出
始
す
る
こ
と
と
し
、
市
が
全
市
民
の
た
め
に
揃
首
し
て
い



に
日
ヵ
月
分
の
食
料
品
を
こ

ω際
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同
似
災
活
↑
・
非
同
制
災
者
を
凶
h
M
J
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一
全
試
催
戸
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給
ず
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こ
と
芯
ど
を
伏
広
、
食
料
世
凶

ρ
手

Jg
通
じ
市
民
に
非
常
配
給
し
た
。
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問
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提
災
者
の
収
容
所

権
災
有
の
う
ち
、
古
川
お
き
先
の
な
い
人
迷
の
た
め
に
市
は
故
市
り
の
学
校
、
寺
院
、
劇
場
そ
の
他
焼
け

残
っ
た
建
物
を
収
容
所
に
あ
て
、

三
万
五
、
九
七
一
人
の
腿
災
者
を
収
容
し
た
。
開
設
し
た
収
谷
所
名
・
員
数
は
郎
日
山
氏
の
巡
り

で
あ
る
。

そ
の
後
こ
れ
ら
標
災
者
も
落
付
先
を
得
て
そ
れ
ぞ
れ
退
所
し
ミ
月
二
七
日
現
犯
で
は
、

二
、
五
~
ミ
人
に
減
っ
て
い
お
q

お
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山
祝
祭
者
で
発
給
し
た
mm
災
者
一
説
明
設
の
発
行
枚
数
は
一
六
万
七
、
一
六
三
枚
で
あ
っ
た
。

2
・と

3
n
M
J
0

1
叶
1
4
4
手
目
'
」

擢
災
者
証
明
書
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第13表
mm
災
者
に
対
す
る
紙
切
羽
は
所
拙
符
然

ti'}J\5~: 

者
ま
た
は
根
災
者
収
容
所
お
よ
び
省
線
三
官
、
神
戸
、
兵
降
、
須
腐
の
各
駅
、
阪
神
、
阪
急
の
各
三
宮
駅
、
神
有
淡
川
駅
、
阪
神
悶

こ
の
空
襲
で
沢
山
の
根
災
者
を
出
し
た
が
、
当
時
市
内
の
各

道
石
原
川
停
留
所
、
明
神
国
道
一
谷
停
留
所
に
急
設
さ
れ
た
椴
災
者
相
談
所
で
発
給
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
通
じ
て
そ
の
摺
災

五
こ
三



五
二
四

符
数
を
各
性
的
扶
特
別
に
見
る
と
、

市
内
一

O
M仰
の
う
ち
刻
水

mw行
ω内
万
沢
、
九
七

O
枚
が
も
っ
と
も
多
く
、

一
帯
少
な
い
の
は

斗f 世;己 ~J

口
合
山
川
口
の
七
九
一
一
一
枚
で
あ
っ
に
。

(
m
w
m
表
参
問
)

空
襲
直
後
の
食
糧
事
情

一
月
一
七
日
の
大
史
的
悦
で
神
戸
市
の
川
間
半
分
は
ほ
と
ん
ど
灰
i

焔
に
仰
し
た
が
、
大
万
の
食
料

Aum

Mm 
m-
f
a
 

e--e 

a
，
 

•• 
一

が
制
泌
を
免
が
れ
た
こ
と
は
.7

小
学
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。

開
似
災
滑
に
対
す
る
焚
山
し
給
食
は
、
川
州
市
当
日
川
お
よ
び
食
制
世
間
の
件

部
の
邸
機
の
処
訟
に
よ
っ
て
万
人
小

ω的
泣
が
誹
ぜ
ら
れ
、

一
七
日
初
会
は
乾
パ
ン
が
配
給
さ
れ
、
午
後
か
ら
焚
山
し
給
食
が
お
こ

F
A
R

、，
1
L
ν
'
M
Q

'
J
A
4
4
4
寸

t

野
史
は
県
民
会
支
部
か
ら
以
下
の
位
・
訴
に
同
州
川
山
仰
を
呼
び
か
け
た
の
で
、

明
行
・
料
保
・
尖
決
・
加
山
山
の
N

行
部
か

ら
の
山
泌
を
皮
切
り
に
、
以
下
お
よ
び
似
品
川
以
か
ら
続
々
人
前
し
、
食
料
に
対
す
吋
ω
心
附
は
余
く
立
く
な
っ
た
。
総
伏
先
を
た
ど

っ
て
疎
開
す
る
限
災
狩
に
は
五
日
分

ω
椴
災
者
川
給
与
出
を
支
給
し
、

総
災
紅
明
引
に
よ
っ
て
鉄
道
、

船
舶
に
よ
る
拠
伐
愉
法

〈
手
荷
物
二
例
ま
で
の

)ω
万
法
が
M
M
ら
れ
、
戦
時
災
w
m
w
m脱
法
に
も
と
，
す
い
て
戦
災
給
与
念
が
支
給
さ
れ
た
。

空
襲
後
の
市
内
状
況

山
内

ω紅
川
状
泌
は
前
日
米
山
川
列
し
て
い
た
川
小
隊
に
よ
っ
て
道
路
料
開
作
栄
が
い
別
け
ら
れ
、

}，I} 

l'リ
コa

作
隊

ω撤
行
作
為
に
よ
っ
て
む
い
・
む
げ
印
川
の
山
内
川
主
将
々
と
す
す
み
、

一
ペ
日
午
清
い
こ
山
れ
い
学
庁
こ
な
己
く
も
日
り
が
と
も
り
、

-

d

a

，4
h
a
z
-
-
E
'
'
s
・・
1
1
v

、‘』，，‘，‘‘.，
B

・量.，・

e
a
-
-
J引
ad'

可，

ラ
ジ
オ
か
ら
市
民
に
呼
び
か
け
た
u

汗

ω
み
訂
の
ま
ま
で
泊
れ
に
人
述
に
一
辞
よ
ろ
こ
ば
れ
た
の
は
川
合
に
時
間
し
た
衣
料
が
役

に
立
っ
た
こ
と
で
あ
る
U

神
戸
市
で
は
五
大
市
に
さ
き
が
け
て
』
九
年
…

0
月
か
ら
全
市
民
の
衣
料
政
問
に
ね
手
し
た
の
だ
っ
た
が
、

当
時
は
成
約
が
恕

一
日
市
役
所
の
窓
ハ
に
疎
凶
を
巾
込
ん
だ
も
の
の
中
に
も
地
別
発
送
の
山
崎
際
に
沿
っ
て
市
託
を
お
む
も
の
も
あ
っ
た
。
し
か

し
こ
O
却
に
入
っ
て
か
ち
ゃ
.
詫
状
況
お
よ
び
F

市
当
局
の
熱
な
が
突
を
的
ぴ
、

三
月
半
ば
ま
で
に
市
で
拘
っ
た
分
だ
け
で
も
三
、
ミ



ー
三
同
行
手
に
述
し
、
こ
れ
ら
は
い
'
述
民
千
三
郎
に
送
り
山
川
さ
れ
て
保
代
さ
れ
で
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
政
凶
衣
矧
が
J

八
日
か
ら

ニ
二
日
ま
で
に
家
雌
に
送
り
聞
け
ら
れ
た
の
で
根
災
者
は
大
よ
ろ
こ
び
、
こ
の
日
に
仰
え
に
市
当
川
川
の
別
的
処
低
に
し
み
じ
み
成

謝
し
た
。

さ
ら
に
一
週
間
後
の
一
一
一
月
二
四
日
現
ぶ
に
お
け
る
従
川
状
態
に
つ
い
て
神
戸
新
聞
は
大
.
決
次
の
よ
う
に
総
じ
て
い
る
。

川
悦
災
計
に
対
す
る
山
竹
内
出
し
給
食
は
引
続
き
附
川
に
お
こ
な
わ
れ
、
非
常
対
策
も
市
内
一
郎
を
残
し
て
科
民
役
所
の
乎
に
移
さ
れ
て
ほ
ぼ
一
段

い
併
を
つ
げ
、
二
四
日
ま
で
に
収
点
作
所
か
ら
紋
故
光
に
逃
脱
す
る
者
に
は
従
米
巡
り
五
日
分
の
米
副
な
ど
の
食
料
を
給
与
し
、
二
五
日
以
後
に
収

作
所
か
ら
地
方
紙
故
先
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
若
に
は
治
中
所
援
の
松
パ
ン
が
支
給
さ
れ
る
一
方
、

般
市
民
に
対
す
る
米
の
配
給
は
応
急
的
に
五

日
分
の
配
給
で
附
「
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
米
の
州
凶
作
も
済
付
い
て
米
た
の
で
、
平
常
辺
り
一
五
日
の
配
給
に
但
し
、
間
食
品
は
淡
路
・
叫

お
方
出
か
ら
疏
菜
、
ん
似
品
方
出
か
ら
出
物
な
ど
が
続
々
入
荷
し
つ
つ
る
の
で
食
料
相
に
つ
い
て
の
心
配
は
な
く
な
っ
た
。

交
通
機
関
の
損
失

市
む
は
奴
裂
に
よ
っ
て
全
線
巡
収
不
能
に
陥
っ
た
が
、
迎
一
八
日
加
納
町

l
将
収
泊
附
が
復
旧
し
、

日
尻
池

i
板
的
問
、
二
四
日
夕
刻
か
ら
大
焔
町

i
須
時
間
が
復
旧
、

四
月
一
二
日
阪
神
的

i
栄
町
三
丁
目
聞
の
彼
旧
を
れ
以
後
に
、

よ
う
や
く
全
線
述
転
に
復
し
た
。

こ
の
担
削
況
で
市
氾
長
田
市
引
削
工
助
の
全
焼
と
路
線
上
の
本
側
の
焼
失
で
計
二
九
制
〈
全
焼

災

-
半
焼
ム
ハ
)
を
失
っ
た
。

一一

O
年
一
一
一
月
二
四
日
の
朝
日
新
聞
は
交
通
機
関
な
ど
の
従
川
状
記
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
判
じ
て
い
る
。

iEえ

ス

損
害
特
徴
で
、
パ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
を
勤
は
し
て
、
才
一
向
!
向
山
総
!
神
戸
駅
前

l
中
之
島

i
東
尻
池

i
山

市

J'< 

部八j'~l:

手
i
県
庁
誕

i
一
一
…
潟
、
…
県
尻
池
!
中
之
島

l
笠
松

i
人
以
平
町
!
取
尻
池
の
三
系
統
の
初
球
路
線
と
市
川
尻
池

l
須
路
間
を
折
返
し

述
紙
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
何
れ
も
抑
制
災
者
帯
用
(
加
佐
)
で
速
い
恥
し
て
市
民
の
足
を
助
け
た
。五二

五



五
二
六

電

燈

一
般
市
民
に
対
す
る
氾
灯
総
は
市
内
東
部
は
九

O
%、
四
郎
は
七

O
%が
す
で
に
送
泊
を
開
始
し
て
い
る
が
、

資
材
関
係
で
全
般
的
に
は
ま
だ
若
干
の
日
数
を
裂
す
る
。

!~ ~~記録

道

主
要
幹
線
の
修
理
は
半
数
以
上
を
終
り
、
新
民
間
川
以
取
お
よ
び
巾
部
山
手
刀
聞
は
復
旧
し
給
水
し
て
い
る
。

水

山
町
川
川
V

F
I
 
.，a1喝似↑

OE--e i
 

aR'〆

林
山
・
須
隣
地
区
に
は
全
般
的
に
給
水
が
止
っ
て
い
た
が
、
単
純
五

O
名
、
終
的
問
比
一
ニ

O

O
名
を
動
以
し
て
焔
跡
の
潟
水
防
止
作
撲
を
続
け
て
い
る
。

ガ

一
月
二
八
日
と
ろ
全
般
に
供
給
で
き
る
見
込
み
。

ス

怪
災
者
輸
送
特
別
取
扱

椴
災
者
輸
送
に
つ
い
て
は
特
別
的
訟
が
と
ら
れ
、

行
線
、
私
鉄

と
も
市
、
区
長
、

mmuw
抗
将
円
以
、
際
災
者
収
容
所
武
任
者
の
発
行
し
た
撚
災
者
説
明
治
に
よ
っ
て

川
以
内
以
来
恥
取
扱
を
開
始
し
、
焼
跡
的
批
砲
の
た
め
旧
民
住
地
に
作
目
白
す
る
mm災
者
の
た
め
に
一
時

問
問
内
の
距
離
よ
り
住
彼
す
る
場
合
、
椛
災
者
来
車
能
組
誌
を
発
行
し
て
銀
貸
釆
ほ
の
特
別
取

ぬ
い
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
疎
開
希
担
者
に
対
し
て
は
市
で
疎
開
先
を
斡
旋
、
川
川
下
義
父
郎
、

羽
米
郎
な
ど
に
疎
開
さ
せ
た
。
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空段と出勤率
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第1-1表

山
川
亀
裂
に
よ
っ
て
川
弔
問
住
総
・
刀
は
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
、
外
川
両
住

訟
に
大
支
障
を
き
た
し
た
が
、
被
災
工
場
・
…
中
恭
助
の
従
来
日
以
の
出
勤
中
は
、
戦
災
自
後
は
ニ

O
%
i
一一一

O
%
、
氾

-mに
復
し
た
時
に
よ
う
や
く
平
均
六

O
%
と
な
っ
た
也
被
告
を
う
け
な
か
っ
た
工
場
に
お
い
て
も
従
来
れ
は
の

樫
災
・
同
容
な
ど
で
出
勤
お
・
は
低
く
、
空
襲
数
日
後
の
川
崎
二
こ
斐
両
造
船
所
の
出
動
車
ー
は
第
比
茨
の
、
地
り
で
あ
る
。

空
襲
下
の
勤
労
状
況



銀
行
預
金
認
定
で
代
払
い
神
戸
市
巾
銀
行
の
各
木
支
出
で
は
一
七
日
、
日
銀
神
戸
支
出
に
参
集
、
金
融
非
常
対
策
を
山
附
議

し
た
紡
川
市
、
綴
災
者
の
た
め
に
預
金
の
係
官
代
払
い
を
災
仰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
根
災
者
は
避
難
先
そ
の
仰
と
こ
の
銀
行
で
も

銀
行
自
体
が
根
災
者
と
認
定
す
れ
瓦
似
臼
代
払
い
を
お
こ
な
い
、
伯
尚
も
期
以
前
支
払
を
す
る
、
た
だ
巡
悦
を
持
参
す
る
こ
と
が

必
裂
で
、

印
鑑
が
な
け
れ
ば
栂
印
で
も
よ
い
。

な
お
市
内
の
ほ
山
銀
行
は
会
・
部
川
州
市
場
、
支
脂
に
多
少
の
被
告
が
あ
っ
た
脱
皮
で
、

市
内
の
金
融
は
微
動
だ
に
せ
ず
、
手
形
交
換
所
も
一
七
日
だ
け
休
業
、

一
九
日
の
月
間
日
か
ら
附
議
し
た
。

陛
下
の
戦
災
地
巡
幸
と
侍
従
御
差
遣

天
主
陛
下
は
三
月
一
八
日
、
山
川
部
の
抑
制
災
地
を
巡
幸
、
一
二
月
一

O
日
の
白
州
刊
の
椴
災

者
述
を
お
け
川
純
に
な
っ
た
が
、

兵
山
川
以
に
は
一
ニ
月
二
九
日
永
杭
(
山
彦
)
侍
従
を
悲
.
治
さ
れ
た
ロ

永
杭
侍
従
は
兵
山
県
庁
お
よ
び

神
戸
市
役
所
に
お
い
て
盟
国
凶
を
伝
述
、
総
土
と
佑
し
た
市
内
の
抑
制
災
地
を
祝
然
し
て
帰
京
し
た
。

神
戸
市
内
の
防
衛
部
隊

神
戸
市
に
は
災
戦
部
隊
(
限
引
・
梅
山
本
)
の
ほ
か
に
兵
隊
以
下
特
設
斡
仰
司
令
部
〈
釘
二
門
的
司

神
戸
区
下
山
手
泊
六
丁
目
六
五
(
現
住
山
区
)
神
戸
法
督
教
会
内
に
司
令
部
と
中
部
部

四
一
一
九
部
隊
の
本
部
が
あ
り
、
次
の
部
隊
が
市
内
各
所
に
分
散
し
て
神
戸
の
柄
引
仰
に
あ
た
っ
て
い
た
。

令
部
!
司
令
官
少
将
)
が
泣
恥
れ
て
お
り
、

こ
の
ほ
か
川
崎
・
三
変

災

同
造
船
所
に
は
海
恥
部
隊
、
税
関
に
は
「
跳
部
隊
・
海
早
」
が
配
註
さ
れ
て
い
た
。

。
特
設
許
的
第
一
五
三
大
隊
〈
中
部
第
四
一
二
五
部
隊
)
は
神
戸
区
山
本
通
四
丁
目
神
港
中
学
校
・
六
甲
・
怨
中
・
政
訪
山
名
川
氏
学
校

i法

山
内
外
移
住
教
詫
所
内

第八2;z

。
特
設
問
μ

焔
第
一
五
四
大
阪
〈
中
部
第
四
一
二
六
部
隊
〉
は
林
川
区
寺
池
町
一
丁
目

県
立
神
戸
部
二
中
学
校
・
只
防
・
大
県
名
川
氏
学
校

o
m一
O
七
特
設
問
備
工
兵
隊
(
中
部
第
四
一
四
八
部
隊
)
ほ
珪
合
区
野
崎
通
一
丁
目

一
克
也
戸
市
青
年
近
坊
に
第
一
一
一
中
隊
武
山
川
魚
崎
町

五
二
七



五
二
八

1
h
f
d山いド，，
i
な人

f
f
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-
1山
!
"
J
H
U
l
l

i

i

1

，
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~民 d己主よ

。
山
一

O
八
特
別
問
的
工
兵
ぽ
(
中
部
出
問
一
円
九
部
隊
)
ば
休
川
以
池
川
村
戸
以
す

.m一一一小川市校
-
M
W
・
川
県
刻
一
階
・
沼
木
各
川
氏
学
校
内

。
特
設
向
上
勤
務
第
一

O
ニ
小
限
(
中
部
市
部
八
八
七
一
λ
印
，
限
〉
は
決
取
.K山
川
町
冗
了
目

長
川
川
川
又
主
交
付

i
l
l
i
c
-
-

お3凶郎

。
特
設
水
上
劫
は
山
部
一

O
八
中
隊
(
中
出
出
八
八
九
五
部
隊
)
は
神
戸
区
下
山
手
辿
七
丁
目
下
山
手
川
氏
学
校
内

実
戦
部
隊
に
つ
い
て
は
税
関
椛
内
の
所
別
的
防
隊
以
外
は
わ
か
ら
な
い
。

躍
災
新
聞
社
市
役
所
内
に
移
る

三
月
一
七
日
の
火
印
加
で
、
神
戸
新
聞
社
を
は
じ
め
初
日
新
聞
神
戸
支
局
、
・
大
阪
新
聞
・

限
栄
総
出
川
新
聞
神
戸
支
社
が
焼
失
し
、
六
月
五
日
の
火
山
川
践
で
何
日
新
聞
神
戸
支
刊
が
焼
失
し
た
。
市
は
こ
れ
ら
新
聞
社
の
.
山
河
川
川

に
よ
っ
て
、

川
川
辺
機
関
の
仮
事
務
所
を
…
時
市
役
所
内
に
開
校
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
の
で
、

こ
れ
ら
椛
災
川
川
辺
地
問
は
す
べ
て

ド
巾
山
北
升
こ
五
つ
h
M
O

l
l
4
1
J
f
'
p
t
4
J
4
1
可
，

そ
れ
ぞ
れ
社
仰
酬
を
.
以
に
川
り
、
そ

ω社
の
一
山
花
を
点
わ
し
て
い
た
の
も
総
災
前
後
の
…
的
以
で
あ
っ
た
。

た
お
、
‘
神
戸
新
聞
は
社
民
と
印
刷
加
設
の
す
べ
て
を
鳩
山
〈
、

印
刷
不
能
に
陥
ち
い
っ
た
が
、

例
日
新
聞
が
代
っ
て
印
刷
を
引

受
け
た
た
め
一
日
も
休
刊
す
る
こ
と
な
く
舟
行
は
つ
づ
け
ら
れ
た
u

小
、
中
学
校
の
授
業
停
止

一
七
日
の
大
山
内
心
裂
の
烈
…
八
日
、
心
J

故
機
と
一
九
日
、
グ
ラ
マ
ン

F
6
F
m削
機
の
…
併
約
問

O
擬
が
一
一
一
波
に
わ
か
れ
て
市
の
上
空
に
佼
入
し
、
布
沿
の
総
船
、
向
上
施
設
、
住
造
物
に
小
型
川
崎
郎
を
役
じ
、
機
銃
射
仰
引
を
お
こ

な
っ
た
が
、
対
空
砲
火
に
よ
っ
て
約
一

O
燃
が
被
訴
を
、
つ
け
て
、
、
市
刀
に
脱
去
し
た
。
こ
の
日
の
間
関
は
総
船
の
ほ
か
被
お
は
川
町

砲
で
あ
っ
た
が
、
三
菱
造
船
所
に
駐
問
の
海
市
兵
乱
に
光
州
同
省
を
出
し
た
白
ま
た
こ
の
日
、
回
同
航
路
の
凶
商
汽
簡
の
肱
在
的
お



と
わ
九
ハ
九
O
O
J
V
が
、
一
洲
本
沖
で
脈
明
刷
機
の
機
銃
針
射
を
う
げ
て
]
魚
川
問
者
人
人
を
山
レ
に

y
一
こ
う
レ
に
巡
回

の
史
州
民
放
佑
切
に
め
1

一
.
県
は
本
省
の
指
令
に
よ
っ
て
三
月
ザ
九
日
、
神
戸
市
内
の
初
学
校
ハ
山
・
字
、
同
氏
学
校
〉
広
当
分
の
同
校
講

}
九
の
刊
日
に
は
延
ベ
ニ
、
五

O
O附
酬
が
阪
神

列
符
三
人
-

の
抑
止
を
命
じ
た
。

こ
の
ほ
か
三
月
に
九
削
の
少
数
機
の
択
裂
が
ゐ
り
、

一
八
、

川辺、

q
l
て
〉
山
各
自
こ
一

f
bし
て
被
♂
を
与
え
た
白

川

H
H
V
H
b
u
-
-全
I
t
t〆千
E
L
F
軽
三

…
月
一
七
日
の
空
間
判
に
際
し
市
役
所
の
本
庁
合
を
火
か
ら
守
っ
て
放
闘
し
た
約
一
山
口
に
市
長
か
ら
公
彰
状
が
附
ら
れ
た
が
、
当

伐
の
間
様
に
つ
き
川
沿
涼
心
(
当
時
総
訪
印
文
山
内
出
H
)
は
次
の
通
り
祈
っ
て
い
る
。

月
一
じ
日
の
伐
は
一
一
一

O
人
位
で
自
白
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
午
前
一
時
前
に
詳
報
が
山
た
の
で
、

mm
卜
一
昨
日
山
川
班
で
あ
っ
た
私

は
li. 

六
人
で
新
m
m
m
上
の
併
仰
に
つ
い
た
。
当
時
新
加
の
段
上
に
は
m
n
m
η
山
が
あ
っ
て
、
川
紙
や
一
千
M
W
m
n
m
と
い
っ
た
燃

し

〉

ト

f

、

川
A
v
d
f
h
1
λ
リ
、

J
L
F
Z
一
」
、
こ
.
凶
、

F
4
、す

L
v
t
ヵ
t
γ
b
L
i
v
L
T
古

組
物
は
附
川
口
却
処
築
で
火
に

mwく、

こ
れ
を
守
り
抜
く
、
こ
と
が
Mm
上
班
の
任
お
で
あ
っ

た
0
m
m
十
一
に
は
沿
迎
合
は
あ
っ
た
が
、
山
γ
一
裂
の
恐
そ
ろ
し
さ
を
体
験
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
怖
で
川
品
れ
山
の
周
辺
に
待
機

し
た
。
市
万
よ
り
投
入
し
た
一
帯
機
が
須
腕
、
元
町
、
約
山
、
制
付
近
に
投
じ
た
照
明
仰
で
神
戸
全
市
は
さ
な
が
ら
真
径
の
よ

災

う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
へ
、

B
m
m
が
殺
到
し
て
川
辺
部
か
ら
中
心
部
に
焔
災
抑
の
悶
を
降
ら
せ
た
。

こ
の
た
め
全
市
は
た
ち
ま
ち

獄
炎
に
つ
つ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
夜
は
北
胤
が
強
く
吹
き
、
慌
を
と
も
な
う
仰
尽
き
で
1

結
以
辺
に
泡
巻
き
が
お
こ
っ
た
。

t(SJ¥:L;'i: ii見

降
、
川
神
社
の
火
の
粉
が
神
戸
地
方
裁
判
所
の
組
物
を
越
し
て
、
北
側
の
民
家
か
ら
も
径
五
、
ム
ハ
寸
仰
の
火
の
掠
ま
り
や
、
火
の

つ
い
た
木
片
が
山
叫
ん
に
飛
ん
で
き
た
。

市
庁
合
に
は
幸
い
焼
災
mm
は
か
治
ち
な
か
っ
た
が
、
こ
の
火
の
塊
ま
り
が
陸
上
に
火
泊
り
と
な
っ
て
位
ぷ
な
か
っ
た
。
屋
上
に

五
二
九



五
三
O

い
て
蒸
し
焔
に
な
る
か
と
思
う
ほ
ど
の
熱
気
で
、
官
苔
の
氏
え
た
水
柿
の
水
を
飲
み
、

そ
の
水
を
れ
ぴ
て
と
に
か
く
川
品
お
山

打、rt.t(・'，~;J 舟 S斗;..!~~ Uし，v.'R

を
守
り
通
し
て
六
時
と
ろ
下
に
降
り
た
。

市
役
所
の
前
に
は
一

O
名
ば
か
り
の
兵
隊
が
れ
剣
し
て
終
仰
に
つ
い
て
い
る
の
を
汚
明
の
中
に
見
た
。

こ
の
校
の
制
限
以
の

郊凶節

一
人
が
大
火
似
を
負
う
た
ほ
か
は
似
品
川
引
で
あ
っ
た
。

一O
時
と
ろ
よ
う
や
く
交
代
が
来
て
・
米
に
帰
っ
た
。

市
庁
A

討
を
・
祈
一
階
以
の
敢
闘
に
よ
っ
て
火
か
ら
守
り
ぬ
い
た
こ
と
を
'
訂
さ
れ
て
、
市
長
か
ら
宿
限
民
一
一
同
に
去
彩
状
を
以
い
た

f
r
H
J
，
、
，
』
伶
」

uu
、j
e

M

O

J
E
"

を
者
マ
、
日
μ
し
?

ま
た
猛
火
の
中
に
御
門
付
拶
を
死
守
し
て
市
長
の
去
M
W
を
叉
け
に
山
口
先
日
診
(
当
時
総
務
川
刊
柏
市
保
主
市
)
の
淡

三
月
一
七
日
の
大
史
的
慌
の
夜
、
↑
私
は
前
副
で
あ
っ
た
。
当
時
市
役
所
に
は
明
治
・
大
正
・
今
上
各
一
向
陛
下
の
御
呉
服
が
下
防

さ
れ
て
い
た
。
今
の
時
批
と
巡
っ
て
、
も
っ
と
も
大
切
に
取
扱
わ
れ
て
い
た
時
代
で
、
小
説
削
慌
の
政
化
に
つ
れ
て
佑
急
の
均
合
は

そ
の
取
投
い
は
路
市
川
採
の
担
当
市
務
で
あ
っ

私
江
山
手
荷
等
女
学
校
〈
刑
判
神
戸
山
手
学
問
)
を
移
巡
川
淀
川
μ
場
所
と
定
め
ら
れ
、

た
。
一
一
一
月
…
七
日
夜
半
将
剥
が
発
令
さ
れ
た
の
で
一

n一
地
附
の
防
衛
門
お
に
退
避
し
た
が
、
様
子
が
お
か
し
い
の
で
外
に
山
て
凡

る
と
街
は
す
で
に
火
炎
に
つ
つ
ま
れ
、
市
庁
Amu
に
も
盛
ん
に
火
の
粉
が
飛
ん
で
く
る
、
市
庁
合
の
延
焼
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
私

ら
は
四
人
で
一
況
を
つ
く
り
、
的
自
主
に
安
位
し
で
あ
っ
た
御
お
践
を
渡
っ
て
火
の
粉
を
浴
び
な
が
ら
山
手
山
女
へ
と
近
を
と

っ
た
ョ
飛
行
機
の
娘
、
音
を
開
い
て
は
避
け
、
ま
た
定
っ
た
。
な
ん
ど
も
防
火
用
水
の
水
を
飲
ん
で
は
、
渇
を
い
や
し
て
返
っ
た
。
↓

路
上
は
火
に
追
わ
れ
る
避
難
者
の
群
れ
で
あ
ふ
れ
で
山
手
向
女
に
行
け
そ
う
も
な
い
の
で
九
部
訪
山
動
物
国
か
ら
刑
判
山
へ
途
を
F

と
る
こ
と
と
し
た
。
向
に
は
す
で
に
恥
隊
が
出
て
野
備
に
あ
た
り
、
市
民
に
遊
雄
の
方
向
を
教
え
て
い
た
。
私
は
誠
一
泊
・
向
付
、
屯



で
詩
的
・
巾
の
隊
長
に
一
「
御
兵
影
を
説
っ
て
退
避
・
中
で
ゐ
る
が
い
と
誕
衡
を
頼
ん
だ
と
乙
ろ
、
兵
二
名
を
説
街
げ
い
つ
け
て
く
れ
に

こ
と
は
う
れ
レ
か
っ
た
。
私
述
は
燐
市
内
仰
を
避
け
つ
つ
、
よ
う
や
く
.
諏
訪
山
の
金
目
仙
台
の
回
以
掲
揚
塔
の
下
に
御
呉
服
を
安
ほ

-
a
，

E
 

す
る
こ
と
が
で
き
、
心
に
ゆ
と
り
も
で
き
た
の
で
、
眼
下
を
見
る
と
神
戸
の
.
簡
は
す
で
に
火
の
海
で
法
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

私
は
役
所
の
こ
と
が
勾
に
か
か
る
の
で
、
後
を
一
行
に
頼
ん
で
、
余
蛾
く
す
ぶ
る
中
を
水
庁
へ
と
急
い
だ
。
川
辺
の
州
知
物
は

戦
火
に
か
か
っ
て
い
る
の
に
市
庁
舎
は
安
泰
で
あ
っ
た
。

山
仰
や
廊
下
は
水
反
し
で
あ
っ
た
の
は
、

当
夜
の
約
院
は
の
防
火
治
助

に
よ
っ
て
本
庁
を
烈
焼
か
ら
ま
も
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
故
山
氏
余
地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
山
手
山
女
は
多
数
の

焼
山
川
仰
を
、
つ
け
て
]

一
七
日
米
関
焼
失
し
て
い
た
。

そ
の
殊
勲
を
災
し
、
私

野
山
市
長
は
初
出
の
臓
は
に
淡
彰
状
を
削
っ
て
、

も
そ
の
一
は
と
し
て
炎
彰
状
を
頂
い
た
。

空

襲

続

く

四
月
に
は
六
回
小
数
機
に
よ
る
史
裂
が
あ
っ
た
ロ

四
月
一
一
日
、
篠
山
付
近
よ
り
南
下
し
た

B
m
一
機
が
午

前
五
時
三
五
分
野
報
発
令
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
突
如
背
山
の
校
線
上
に
現
わ
れ
、
低
空
で
中
之
島
付
近
、
一
ニ
変
造
船
所
付
近
、

戸
民
間
州
以
〈
堤
付
近
に
中

m一
煤
仰
を
投
下
、

一
O
分
余
に
し
て
海
上
に
去
っ
た
が
、
背
・
山
万
両
か
ら
の
白
山
は
は
じ
め
て
で
、
商
船
お

災

よ
ぴ
wm而
氾
恥
軌
道
そ
の
他
に
小
被
容
が
あ
っ
た
。

四
月
二
二
日
に
は
初
と
午
後
の
二
岡
山
公
裂
が
あ
り
、
午
後

O
時
三
五
分
、

B
m
一
機
が
海
洋
沿
い
に
侵
入
し
、
兵
山
区
・
十
日
間
町
、

以

御
崎
町
、
才
一
変
造
船
所
、
林
田
区
長
田
神
社
付
近
、
村
野
工
業
学
校
付
近
に
中
劉
燥
卯
一
八
制
を
投
じ
、
死
者
三
七
、
負
似
者

釘八2E

四
七
人
、
家
民
会
駿
一
ニ
五
、
半
壊
ご
ハ
四
一
戸
、
権
災
者
一
、
三
九
五
人
を
出
し
た
ロ

ま
た
四
月
三

O
日
に
は
川
崎
造
船
所
、
兵

政
突
堤
付
近
が
煤
摂
さ
れ
、
川
崎
、
三
菱
岡
造
船
所
を
中
心
に
付
近
の
沼
市
施
設
に
対
し
少
数
機
に
よ
る
空
襲
が
し
き
り
に
お
こ

五
=
二



Ji. 

な
わ
れ
た
。
五
月
三
日
夜
半
に
は

B
m
一
O
機
が
位
入
し
て
似
耐
に
機
市
を
投
下
、
一
一
一
菱
治
船
所
梢
内
に
も
協
下
傘
付
機
叩
凶
}
例

~袈 3己お

が
混
と
さ
れ
た
が
事
な
き
を
得
た
。

七

川
西
航
空
機
の
大
空
襲

1

1
二
O
年
況
凡
一
一

H
I
-
-

知凶節

一
日
午
前
五
時
三
七
分
、
持
戒
怖
い
械
が
発
令
さ
れ
、
ラ
ジ
・
1
は
早
川
W
か
ら
本
土
に
隙
近
し
つ
つ
あ
る

B
m
の
行
助
に
つ

い
で
、
殺
縦
し
「
阪
神
万
両
は
限
況
な
る
符
戒
を
必
す
い
と
刻
々
の
的
以
を
く
り
返
し
放
送
し
て
い
た
が
、

八
時
凶
O
分、

自
民

八
O
機
の
う
ち
六

O
機
が
十
数
制
隊
に
わ
か
れ
て
神
戸
に
位
入
、
浪
部
の
灘

l

'

i

・1
j
1
1
1
s
i
p
-
-止
に

t
t
p也
ド
ぷ
・

It---
じ
泣
・
守

K
，白

区
i
徳
井
・
仰
向
山
中
・
市
町
・
中
刻

-
L
R
-
味
。

.
f
h
・
f
山
制
子
関
・
・
1
・
J
P
V
-
Y
J
-
h
vオ
・
訟
d

j

i

-

-

i

曽
川
刊
が
発
令
さ
れ
、
作
州
内
川
附
近
に
終
結
巾
の

B
m
、

お
よ
び
当
時
市
外
で
あ
っ
た
隣
肢
の
ぬ
服
部
御
路
町
・
魚
崎
町
・
仲
代
中
山
村
・
木
町
村
・
・
氷
山
村
〈
現
・
市
川
M
M
m
〉
を
獄
燥
、

O 

時一一一

o分
熊
野
総
か
ら
市
万
へ
脱
去
し
た
皐

W
1・
州
民
時
間
一
一
時
間
三
五
分
。

一
ト
ン
爆
弾
で
猛
爆
撃

」
の
日
の
烈
波
円
以
は
式
内
出
木
版
付
吋
木
に
あ
る

「
川
閥
抗
奴
機
巾
市
例
代
作
所
」

氏
T大

、
，
‘
.
，
.
台
l

，aa
・、I
g
-
-

、.、・
J

社
・
第
二
工
作
所
l
同
位
協
二
市
お
で
ん
。
ー
が
'
町
dnFWA)
〈一伐一悦一
i
叫
判
明
和
工
業
)
で
は
川
製
作
所
お
よ
び
川
辺
に
い
ト
ン
煤
仰
を
使
っ
て

A
E
J
D
被
官
ま
も
っ
と
も
大
き
く
、
本
山
・
住
古
・
魚
崎
・
加
泌
も
大
被
川
日
旬
、
つ
け
た
白

粉
似
同
様
取
を
加
え
た
。
こ
れ
が
た
め
オ
陀
j

a

l

フ

こ
の
日
の
投
抑
数
に
つ
い
て
は
記
録
を
欠
く
が
、

主-

川
間
航
山
T
・M
内
巾
市
製
作
所
に
大
小
約
二
七

O
例
の
煤
州
出
が
俄
恕
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
巾
央
ヱ
勤
地
借
は
光
全
に
破
壊
さ
れ
、
三
六
人
乗
ら
の
大
飛
行
艇
を
一
一
一
縦
列
に
組
立
て
が
で
き
る
巨
大
な
組
立
工

沿
ほ
か
社
工
場
ふ
完
全
に
般
壊
さ
れ
て
、
鉄
骨
ば
か
び
が
問
く
拡
帥
恨
の
跡
を
物
語
っ
て
い
た
。
ヱ
ぬ
怖
政
こ
万
九
、
O
七
八
坪
の
う



川
刊
に
よ
っ
て
生
以
に
入
っ
た
司

隣
接
の
海
技
専
門
学
校
(
も
と
の
日
立
神
戸
山
等
尚
船
学
校
)
も
、

個、，
F

、.
!
 

列
C

Zぷ
八

十

k
d
u叶
e
e
、.
b
3込
町
三

t

'

b

、

，J
d
w
A
N
竹
M
H
M目
q
a
G
J
4

人
、
沢
仰
い
引
っ
ヱ
ハ
入
を
山
レ
に
。

1... 

0) 

た
め
操
業
は
一
ヵ
月
間
・

υ止
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
が
、

」
の
間
関
は
別
以
次
ぺ

i
ジ

一
-mmNこ
ぼ
れ
叩
川
」

に
あ
る
引
的
で
別
的

に
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
市
川
氏
資
材
な
ど

は
山
川
会
に
疎
開
し
終
っ
た
間
後
だ
っ
た
た

め
、
被
山
討
を
此
小
限
に
食
い
と
め
る
こ
と

が
で
き
、
政
栄
一
叫
聞
も
川
引
く
疎
開
し
た
資

一一一

O
余
例
の
煤
仰
で
施
設
の
ほ
と
ん
ど
を
般
抗
さ
れ
、

、b
u 
ら

に
八
月
六
日
の
純
一
列
抑
攻
般
に
よ
っ
て
全
施
設
(
延
閥
、
二
五
三
坪
)
を
山
内
仰
に
附
し
た
。
こ
の
ほ
か
日
以
航
伊
『
機
工
場
、
住
友
人
以

同
工
業
お
よ
び
そ
の
他
協
均
治
工
場
も
燥
推
さ
れ
、
本
庄
村
の
民
家
は
煤
仰
と
燥
風
に
よ
っ
て
吹
っ
飛
び
、
頑
丈
な
波
作
堤
も
川

凶
製
作
所
の
外
れ
仰
で
破
浪
、

5ミ戦

一
ト
ン
煤
仰
の
す
と
き
を
ま
J

さ
ま
ぜ
と
弘
せ
つ
け
ら
れ
た
が
、
知
州
立
工
場
の
山
内
町
、
山
川
退
路
は
武

第八??t

阿川例
um
・
下
川
井
に
も
大
山
保
仰
に
よ
る
死
宥
六

O
人、

荒
川
川
町
均
身
ニ
一
ニ
人
を
山
し
た
が

装
備
が
施
さ
れ
て
い
た
の
で
、
わ
ず
か
に
抑
肢
が
凡
ら
れ
る
松
山
は
で
…
ト
ン
爆
開
で
も
ゆ
八
を
亦
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
魚
崎

こ
の
燥
mw
の
地
下
か
ら
街
主
あ
げ
る
よ

• 

有一一一一一一一



• 

五
三
四

う
な
物
淡
い
地
榔
引
き
は
阪
神
氾
欽
の
三
京
駅
地
下
ホ
l
ム
、
市
庁
Amn
地
附
な
ど
に
も
強
く
伝
わ
っ
て
退
避
者
を
約
ろ
か
せ
た
。
ム
ゲ
川

空襲記録

線
・
阪
神
・
阪
急
・
国
道
泊
取
の
沿
線
も
燥
照
さ
れ
て
.7

小
泊
と
な
り
、
特
に
凶
道
沿
線
に
は
避
難
者
・
縫
災
者
の
昨
れ
が
以
へ
以

へ
と
つ
づ
い
た
ρ

部rm節

死
者
と
損
害

乙
の
山
一
ム
州
出
で
灘
区
役
所
は
山
県
仰
を
う
け
、

庁
合
お
よ
び
保
仔
叫
.
知
を
焔
火
、

人
の
殉
限
宥
を
山
し

に
。
灘
区
の
死
者
コ
二
八
人
、
負
川
問
者
五
三
一
ニ
人
、
強
物
の
全
焼
・
全
壊
一
、
二
五
三
戸
、
半
焔
・
半
淡
一
、
一
ニ
ニ
ム
ハ
一
戸
、
同
似
災
有

九
、
五
三
三
人
を
出
し
、

東
部
五
カ
町
村
の
彼
容
は
川
凶
航
空
機
の
所
海
地
本
庄
村
の
被
告
が
も
っ
と
も
大
き
く
、

苑
符
一
ニ
七

山部川
m
の
全
波
九
八
三
一
戸
、
半
壊
一
六
六
一
円
、

椴
災
者
八
、
七

0
.み
人
を
か
ぞ
え
、

入
、
主
似
宥
二
一
六
人
(
慌
似
訂
以
を
欠
く
〉
、

御
路
町
は
バ
有
二
一
ニ
人
、
負
似
者
一
八
…
人
、
本
山
村
は
列
清
一
一
ニ

O
入
、
負
川
仰
い
立
ハ
一
人
、

(
住
古
村
.
北
山
打
な
し
)
を
出
し
た
。

魚
崎
町
は
必
狩
六

O
人
、
負
川
間

者
ニ
一
一
一
人
、

本
応
付
は
制
服
、
抑
・

爆
風
に
よ
っ
て
飛
放
し
た
処
物
の
出
村
が
辺
怖
を
注
い
で
い
た
が
、

郊
一

O
七
特
設
問
川
川
削
工
兵
隊
(
中
部
似

四
一
仰
い
八
部
門
出
)
の
手
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
、

主
別
院
江
市
も
忠
治
さ
れ
、

，.担、
E
V
τ
噌

J
2刷
M

，

h
t
H
J
J与
a

，

一
小
発
仰
な
ど
の
危
険
物
も
主
持
隊
の
手
に
よ
っ
て
処

却
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
後
の
作
栄
は
自
に
見
え
て
進
路
、
川
崎
凪
で
倒
壊
し
た
・
米
の
跡
片
付
は
符
黙
と
将
間
間
の
子
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
た
D

Z

一
時
切
か
ら
前
と
な
っ
た
が
、
作
来
は
前
中
に
つ
づ
け
ら
れ
、
負
俗
者
が
担
架
で
つ
ぎ
つ
ぎ
に
述
ば
れ
て
い
っ
た
。

女
子
薬
学
生
の
救
護
活
動

こ
の
日
、
神
戸
女
子
柑
抗
争
専
門
学
校
(
羽
従
神
戸
女
子
薬
科
大
学
)
の
数
議
隊
は
民
政
除
・
扱
栄

隊
を
編
成
、
七
O
の
担
架
を
血
に
染
め
な
が
ら
負
的
問
者
の
救
護
に
あ
た
り
、
一
『
一
キ
ロ
を
往
裂
し
て
泣
似
者
を
学
校
に
収
容
、
か
い

が
い
し
ii倒
き
を
み
せ
た
む
煤
却
で
飛
散
し
た
犠
牧
者
の
~
片
の
肉
塊
・
手
足
ま
で
も
て
い
ね
い
に
拾
い
。
ま
わ
っ
・
て
い
た
が
、
と



の
う
ら
若
主
女
子
学
庄
の
治
則
叫
ぷ
り
は
今
日
な
お
法
話
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

空
襲
こ
ぼ
れ
話
五
月
五
日
午
後
-
一
時
、

B
m六
機
が
神
戸
地
区
に
侵
入
し
て
機
協
を
投
じ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
♂
織
が

娘
堕
さ
れ
、
川
治
下
傘
を
つ
け
た
飛
行
士
の
死
体
が
本
庄
村
山
市
川
作
に
涼
れ
し
た
。
持
っ
て
い
た
航
空
写
災
に
は
攻

m
u
m物
・
攻
州
市

の
予
定
日
・
目
的
物
付
近
の
目
印
、
ボ
タ
ン
を
押
す
枕
ぼ
な
ど
が
記
入
し
て
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
川
凶
航
皮
肉
巾
陶
工
助

は
五
月
一
一
日
に
マ
ー
ク
さ
れ
て
お
り
、
近
く
に
あ
る
森
の
稲
初
神
社
の
大
鳥
居
が
以
誌
の
日
じ
る
し
に
し
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
刷
工
場
の
空
襲
日
が
わ
か
っ
た
の
で
、
大
急
ぎ
で
況
間
以
市
川
口
類
・
主
製
資
材
そ
の
他
を
問
日
間
に
わ
た
っ
一
L

疎
開
し
終
り
、

一
一
日
の
小
説
泌
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
閃
の
収
山
版
業
の
現
状
が
か
く
民
総
に
探
知
さ
れ
て
い
た
い
以
は
先
の
川
崎
航
史
機

明
石
工
場
の
助
合
と
と
も
に
枇
人
の
日
を
み
は
ら
せ
た
。
こ
の
時
の
疎
開
物
資
の
う
ち
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
約
一

0
0
ト
ン
は
神
戸

松
枕
以
内
等
女
学
校
に
政
関
し
て
い
た
が
、

こ
の
資
材
は
払
下
げ
ら
れ
て
元
町
辺
り
向
山
術
の
復
興
資
材
に
活
川
さ
れ

ゆ
向
、
印
山
一
h
品
M
A

、

，句"
"
1
W
F
1
1

，rh，aq
t

て
、
元
町
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
仰
と
し
て
術
を
明
粧
す
る
資
材
と
な
っ
た
。

棺
桶
の
お
も
い
で

当
時
本
庄
村
の
保
務
課
長
だ
っ
た
太
田
垣
正
雄
元
助
役
は
そ
の
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
話
‘
っ
て
い

災

スV
O

当
時
本
庄
村
に
は
川
凶
航
空
機
甲
悶
製
作
所
が
あ
り
、

日
成
航
設
機
、

住
友
人
以
胤
工
業
を
は
じ
め
下
前
け
工
場
が
、
沢
山
あ
る

1史

の
で
、
保
取
さ
れ
る
公
例
外
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
消
火
用
貯
水
施
設
や
防
空
攻
の
強
備
強
化
、
ゅ
~
削
慌
時
に
お
け
る
戦
似
約
者
の

~}/\1;'i: 

救
談
、
民
的
出
品
、
t

仰
清
食
料
な
ど
に
つ
い
て
間
以
の
指
示
に
よ
っ
て
応
急
対
策
を
立
て
て
い
た
が
、

こ
の
う
ち
に
一
つ
欠
け
て
い

る
も
の
に
気
付
い
た
由
そ
れ
は
多
く
の
死
者
を
出
し
た
場
合
の
対
策
と
し
て
、
仙
川
桶
を
山
米
る
だ
け
準
備
し
て
泣
か
ね
ば
な
ら

五
三
五



五一一一六

ぬ
と
考
え
、
間
以
に
交
渉
し
て
材
料
の
板
を
で
き
る
だ
け
手
広
く
必
め
た
。

tff 担記録

.
こ
の
た
め
木
町
村
の
椛
牲
者
間
三
六
の
治
体
は
全
部
納
約
九
処
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
釘
一
附
は
五
月
一
…
日
の
大

依
拠
で
、
一
ニ
七
三
人
の
死
払
引
を
山
し
た
が
、
当
時
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
似
桶
ゃ
、
誠
包
み
江
ど
で
火
葬
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か

町
リ
集日・}

門
H
1
1
 
「
J

阿
川
凡

っ
た
の
で
治
政
か
ら
非
日
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
っ
た
。

し
か
し
一
時
に
で
た
沢
山
の
死
体
を
焼
く
御
技
が
な
い
の
で
、

h

i

i

一

ー

;
;
;
i
f
-
-
-
5

森
の
稲
川
神
社
上

ω山
の
巾
(
割
引
の
京
削
ば
ホ
H
町
訪
日
目

町
)
で
焼
く
こ
と
に
し
た
が
、
一
一
一
キ
ロ
の
，
泌
を
巡
ぷ
市
が
紅
い
の
で
や
む
を
ね
ず
消
防
自
動
引
で
巡
ん
だ
が
、

ガ
ソ
仏
ン
の
初

給
が
つ
か
ず
、
五

O
体
で
打
ち
切
り
、
あ
と
は
別
地
で
火
邦
に
付
す
る
こ
と
に
し
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
に
交
渉
し
た
が

「
や
が
て
立
ち
上
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
工
泌
を
火
卵
場
に
す
る
こ
と
だ
け
は
ど
う
か
カ
ン
ベ
ン
ね
が
い
た
い
い
と
附
わ
ら
れ
、
や
む

な
く
役
均
一
の
誕
の
白
地
を
臨
時
火
邦
助
と
し
て
、

一
度
に
五

O
休
ず
づ
説
ら
べ
、
自
い
タ
イ
ル
や
湖
一
戸
物
の
破
片
に
民
名
を
出

し
て
、
そ
の
前
に
泣
い
て
治
体
の
以
殺
と
し
、

潟
県
で
成
れ
た
誕
の
脳
出
川
刊
を
硝
み
況
ね
て
約
怖
を
説
ら
べ

た
う
え
に
さ
ら
に
出

L
噌

B

・s
-
H
7
2

、
a
R

、

k
ーを

E
Z
川
同
航
法
ぬ
か
ら
沢
泊
を
も
ら
っ
て
火
郊
に
し
た
4

そ
し
て
泊
什
は
米
政
、
ま
た
は
会
社
の
災
任
者
に
波
し
、
引

的
以
り
予
の
な
い
こ
一
一
…
体

ω治
川
口
は
.
長
く
役
場
の
ニ
附
に
安
践
し
て
い
た
が
、
後
に
無
線
誌
に
納
付
し
た
。
当
時
は
人
手
下
見
で

泣
休
の
川
地
鼠
は
役
場
の
史
川
州
、
将
防
同
は
、
そ
れ
に
栄
台
…
人
を
加
え
て
す
べ
て
を
処
則
し
た
守

機
密
投
下
盛
ん
と
な
る

一
日
の
大
史
的
判
と
台
せ
て
こ
こ
同
の
史
的
判
が
あ
り
、
ま
に
こ
の
月
よ
り
検
出
の
投
下

五
月
に
は

が
よ
う
や
く
は
げ
し
く
な
っ
た
司
五
月
五
日
、

B
m
六
偽
に
よ
っ
て
和
国
師

i
筑
間
!
明
石
1
飾
的
i
洲
本
を
制
点
潟
市
町
に
偽
町

投
下
、
z

大
阪
湾
、
紀
淡
海
峡
、
指
河
内
海
、
山
川
以
後
水
道
に
わ
た
っ
て
新
繁
に
附
鳩
山
を
政
投
し
て
海
上
交
通
の
遮
隔
を
ね
ら
い
、
問
H



本
海
に
も
機
訟
を
投
じ
て
船
舶
に

よ
る
朝
鮮
の
穀
物
輸
送
を
阻
む
に

、
ニ
つ
ニ
E
L
-
-
4
d
e
L
I
ι

、%、
1
l
hド

'
V
寸

t
v
み

t

ゴ
t
.
Eよ
一
一

1
A
I
ι
υ
ρ
u
u
f
h
p

社
前
九
小
礼
の
当
日
に
は

B
m
一
機
が

神
戸
市
上
山
内
ム
に
佼
入
し
、
保
仰
な

ら
ぬ
紙
抑

(
伝
巾
)
を
投
じ
た
。

い
似
川
引
の
撤
市
は
こ
・
コ
一
川
あ
っ
た

が
、
引
は
仰
い
下
の
人
ム
明
日
然
将
に
折

令
し
て
、

r
J
F
j
む
り
し
(
〉
立
.hf

F

ノ

J
1
J
J
Y
H
U叶

Q
J
f

す
る
物
品
や
伝
川
引
の
放
逸
の
防

、
の
所
山
刊
を
山
内
山
Hυ
、
氷
川
伊
の
諒
附

冗
訴
に
ま
ど
わ
さ
れ
ぬ
よ
う
、
出

百
浮
説
、

俗
険
防
・
比
に
つ
と
め
て

い
た
口
ま
た
氷
山
山
引
の
投
下
物
に

よ
っ
て
不
測
の
似
む
を
う
け
な
い

ょ
う
枇
刊
行
し
、

新
聞
に
も
広
灼
し

て
川
川
氏
の
注
必
を
促
し
た
。

伝

mの
内
容
は
日
本
文
で
「
エ

場

-m一
引
施
設
・
活
泊
所
・
鉄
道

・
作
巾
川
切
な
ど
に
絶
対
近
得
る

c、
¥
ロ
ア

ablhZG
〉
ー
と
1
1
〉

じ
え
5
1
・
7
f
u
カバペ
h
μ
G

止
、
収
抑
制
に
あ
た
ら
せ
て
川
氏
¥

目
的
で
は
な
い
む
し
か
じ
日
本
の
別
問
を
無
力
に
す
w

る
に
は
甲
山
工
劫
を
み
な
破
泌
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

災

で
き
る
だ
け
爪
引
狗

設
の
み
を
彼
壊
す
る
o

w

弔
問
が
始
め
た
戦
争
の
後
始
末
は
米
国
が
す
る
。
念
の
た
め
に
も
う
了
皮
忠
の
す
る
。
取
引
刷
役

わ
が
同
の
ポ
ツ
タ
ム
山
八
百
の
叉

ìì~ 
l

，. 

4
1
 

?

S

 

司

l
g
1

、、、
，，， 
F

‘.， 
ん吋刈司

訴
を
按
じ
た
も
の
で
あ
っ
た

に
近
得
る
江
Q

」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
♀
川
向
械
の
句
点
は
八
月
一
一
一
一
日
に
撒
か
れ
た
も
の
で
、

沢一一一七



五
三
八

22民記録

八

神
戸
白
昼
の
大
空
襲

l
l
m和
二

O
年
六
月
五
日

l
l

ア
メ
リ
カ
恨
の
木
土
川
城
県
は
い
よ
い
よ
新
た
な
る
段
附
に
入
り
、

米
関
機
数
も
目
立
っ
て
多
く
な
り
、
そ
の
行
動
制
凶
も
ま
た

郊四節

五
月
二
九
日
に

B
m、
総
鵡
機
計
六

O
O機
が
梢
浜
を
、
六
月
-
日
に
は

B
m凶
O
O機
が
大
.
阪
に
奴
拠
し
、
そ

広
く
な
っ
た
。

の
機
数
の
多
い
の
に
問
い
た
が
、
六
月
五
日
、

B
m三
五

O
機
の
大
編
隊
が
神
戸
を
中
心
に
阪
神
間
に
来
槌
し
た
。

五
O
機
で
猛
爆
怒

こ
の
日
の
担
問
は
三
月
一
七
日
の
大
白
泌
を
は
る
か
に
趨
え
、
米
州
問
機
数
4
0
山
ハ
・
加
に
近
い
三
五

O
機

を
附
与
え
、

ニ
O
数
制
隊
で
米
関
、
凶
は
市
…
水
地
区
か
ら
一
以
は
凶
沼
地
区
と
行
動
総
凶
も
ま
た
非
討
に
広
く
、
大
此
の
焔
災
仰
、
中

小
川
城
仰
を
も
っ
て
執
助
に
純
悦
煤
取
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
た
め
全
市
は
た
ち
ま
ち
以
側
、
犯
焔
に
拘
わ
れ
、
ラ
リ
ν
・
方
は
止
り
、

水
道
も
断
水
し
て
し
ま
っ
た
。
二

O
機、一一一

O
機
と
来
仰
と
と
に
と
う
ぜ
ん
た
る
爆
音
と
と
も
に
狐
.
燃
が
あ
が
り
、
火
焔
版
以
が

渦
巻
い
て
火
気
と
側
に
以
も
で
き
な
い
ほ
ど
物
渋
い
も
の
で
あ
っ
た
。
市
内
で
は
一
一
一
月
一
七
日
の
史
的
判
で
戦
火
を
免
れ
た
地
区
も

口
合
ば
・
住

m区
・
滋
ぽ
・
続
的
ほ
の
制
に
大
被
告
を
う
け
、

兵
山
川
区
・
ロ
民
間
区
に
も
か
な
り
の
被
む
が
あ
っ
た
。

住

m区
の

住
汀
、

A
R
a
F
n
h
u
r
 

制
限
切
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
・
元
町
・
一
ニ
・
M

尚
一
椛
の
荷
山
街
か
ら
、

日
料
亭
A

山
岡
山
マ
仰
い
川
げ
U

・bh
h
h斗
ゆ
サ
、

τ
'
a
'

・ιe-
R
7引
MF

・4‘nh
"
u
r

，s胃-v
て
2

・，ι
λ
1

目
立
民
的
・

R
-
k

h
t
t
F
Y
'
J
J
g
t
-
J
 

ハ
一
郎
〉
に
お
よ
び
、
背
山
に
も
沢
山
の
投
仰
が
あ
り
、
六
市
山
政
に
も
煤
郎
十
故
例
〈
判
明
分
〉
、
抑
制
…
九
州
一
一
一
千
例
以
上
が
務
ち

た
が
、
幸
い
車
部
え
で
山
火
事
に
な
ら
ず
、
住
宅
七
一
戸
会
ハ
巾
村
ル
向
日
以
三
一
戸
、
有
幻
村
山
川
Mm
問
一
じ
を
協
き
、
死
者
・
負
何
者
各
一
名

を
山
川
し
た
に
止
っ
た
む

こ
の
日
は
五
月
間
れ
の
よ
い
天
勾
だ
っ
た
が
、
』
伸
一
円
税
関
の
川
町
上
か
ら
望
む
神
戸
の
術
は
忠
慨
も
う
も
う
、
天
日
た
め
に
崎
〈



m八市

円
と
引
の
距
離
に
あ
る
日
州
知
総

ハ
官
山
村
)
以
凶
が
ば
ん
ね
、
り
け
川
え
る
刑
判
v

院
で
、

山
梨
線
以
坊
は
川
州
側
に
説
わ
れ
て
引
が
山
は
全
く

μえ
な
か
っ
た
。
そ
の
以

.mの

中
に
}
羽
の
仙
仰
が
ハ
伝
計
約
公
/
附
〉
.
加
に
も
ま
れ
て
い
る
さ
ま
が
特
に
印
公
的
で

あ
っ
た
と
神
戸
税
関
の
似
村
治
ぷ
課
長
補
仰
は
抗
っ
て
い
る
。

こ
の
日
、

六
巾
山
以
(
当
時
三
二
O
悦
初
・
人
口
問
。
八
人
〉
で
は
、
防
段
以
の

近
く
で
仰
い
て
倒
れ
た
人
を
紘
一
泌
す
る
の
に
山
本
か
ら
偵
小
む
灯
を
持
っ
て
、
米

五
三
九



Tr. 
U4 
c 

て
は
じ
め
て
そ
の
説
れ
で
あ
る
か
を
知
っ
た
ほ
ど
で
、
山
よ
の
人
々
は
ア
メ
リ
カ
爪
が
仰
砕
を
は
っ
た
の
か
と
助
ち
が
い
し
、
有

??t間記録

応
町
で
は
故
滋
活
動
に
自
民
促
灯
を
つ
け
て
歩
い
た
と
い
う
。

も
っ
て
こ
の
日
の
物
淡
い
別
内
側
の
一
平
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ

、什
J

一。

!fWt:t ~íl 

被

害

地

区

こ
の
犯
裂
は
会
市
に
お
よ
ん
だ
が
合
ば
の
戦
災
地
区
は
大
体
次
の
よ
う
に
仕
る
。

減
ば
l
以
川
内
神
的
.
山
口
げ
は
い
山
、
訂
以
川
以
一
内
〈
河
川
収
支
町

-
1二
丁
目
、
時
川
出
・
円
以
町
以
市
の
山
川
作
総
を
除
く
)
は
一
一
一
月
一
七
・
五
日

日
と
こ
の
ポ
誌
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
地
火
、
限
公
以
北
は
吋
行
・
王
子
・
日
山
町
、
五
号
-
w
北
側
・
川
.1
・
亦
以
・
上
町
泊
ω

立
A
円以

i
一
一
一
バ
一
七
日
の
ヤ
.
民
で
そ
の
円
分
の
一
問
、
こ
の
日
の
官
製
で
殺
り
の
A
山
部
焼
火
。

生
出
ば
i
ル
北
野
町
、
山
本
通
(
一
却
を
除
く
)
よ
り
海
山
辺
一
初
、
ほ
訪
山
下
よ
り
花
限
町
、
一
一
一
月
一
七
日
と
こ
の
官
民
で
そ
の
ほ
と
ん
ど

を
焼
失
。

民
間
ほ
・
兵
時
ば
i
小以内川崎

筑
出
ほ
!
平
川
・
大
以
・
世
・
大
山
・
古
川
-
H
K
池
・
山
内
・
戸
政
・
下
邸
内
・
M
m
守
川
・
上
、
下
小
品
・
制
問
山
・
M
M
M
・
上
、
下
手
向

-
お
宮
・
際
収
・
衣
川
町
・
段
別
町

東
部
で
は
御
修
・
住
小
川
・
魚
崎
・
本
山
・
・
本
庄
の
rA
ヵ
町
村
〈
現
花
の
政
制
川
区
〉
、

mm郊
で
は
明
石
郡
伊
川
符
村
(
刑
判
花
の
部
一
.
水
区
〉

芦
原
・
一
曲
目
市
な
ど
被
山
品
川
は
広
範
聞
に
及
ん
だ
e

競
失
し
た
主
な
建
物

Jζ
の
史
的
況
で
生

m
-
n淀
川
・
須
腕
の
各
ば
役
所
が
焼
失
ハ
ζ
れ
で
神
戸
市
の
区
役
所
は
企
部
以
火
に
椛

り
、
住
吉
村
役
場
も
鞍
郎
全
焼
V

、
市
長
公
台
、
布
引
市
立
美
術
的
な
ど
も
焼
失
し
た
ι

そ
の
ほ
か
宮
公
筒
、
銀
行
、
会
社
、
工
場

住
宅
な
ど
の
焼
失
も
非
常
に
多
く
、
鉄
道
省
高
取
工
場
、
一
践
の
銘
柄
の
版
元
な
ど
も
多
く
焼
失
、
色
町
神
社
ほ
か
詰
社
、
寺
院
.



担
ど
の
多
く
が
炎
よ
、

は
大
阪
府
野
察
部
の
伝
授
鳩
に
よ
っ
て
、

〈
別
府
伝
将
均
の
羽
容
限
〉

1: 
n1 

}i'u 
の

夜1
56 
iこ訳

f台
Ai 
uJ..a外
{JV と
，-， 

弘主
主約
長時
j何年

5品
h~ に

h p 
レ
ま
つ

が

こ
の
状
剖

報
道
機
凶
に
伝
え
ら
れ
に

投
下
弾
三
、

0
0
0
ト
ン

こ
の
日
の
投
下
仰
は
一

0
0ポ
ン
ド
、

四
ポ
ン
ド
、

六
ポ
ン
ド
油
脂
焔
災
卵
、

七
0
ポ
ン
ド
、

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
焔
災
卯
お
よ
び
山
中
・
小
抑
制
胤
仰
で
、

ア
メ
リ
カ
側
の
発
去
に
よ
る
と
、

こ
の
日
約
一
一
一
、

0
0
0
ト
ン
の
焼
肉
仰
を

神
戸
地
区
に
投
じ
た
と
あ
る
。
ま
た
こ
の
日
は
大
山
油
版
協
市
内
仰
が
非
日
に
多
か
っ
た
。
一
一
一
月
…

0
日
の
取
水
火
山
出
現
の
投
抑
ハ
以

が
一
、
六
六
七
ト
ン

(
主
と
し
て
焼
災
郎
)
で
あ
っ
た
の
に
絞
ぺ
て
、

約
二
倍
の
焼
央
制
仰
が
投
下
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

い
か
に
そ

の
日
の
奴
泌
が
大
川
掛
川
悦
だ
っ
た
か
が
組
伐
さ
れ
よ
う
。

人

的

被

害

こ
の
日
の
旧
市
内
の
死
者
一
一
一
、
4

八
四
人
・
況
似
て
九
二
六
人

l
M
m
m同
一
ニ
、
八
九
八
人
・
始
物
全
焼
全
壊
五

万
五
、
一
一
一
六
八
戸
、
椛
災
者
一
一
一
万
一
一
一
、

O
一
一
一
一
一
一
人
を
出
し
た
。
人
的
、
物
的
と
も
神
戸
市
川
以
大
の
も
の
で
、
死
者
は
三
月
一
七
日

の
虫
槌
よ
り
も
約
六

O
O人
多
く
、

日
以
も
多
く
死
者
を
山
じ
た
の
は
野
合
区
の
一
、

O
凶
一
人
、

生
田
区
八
一
五
人
、
須
附
川
区
の

よ立

七
二

O
人
で
あ
っ
た
。

御
影
・
伐
古
・
魚
崎
・
本
山
・
本
ぽ
の
五
ヵ
町
村
で
は
死
宥
計
ニ
六
九
人
、

白
川
問
者
六

O
七
人
〈
本
間
村
は
附
院
、
胞
設
に
収

郊八了il:出

容
し
た
清
一
八
人
で
拡
似
者
数
を
欠
く
)
を
出
し
、
六
甲
山
〈
京
部
)
に
は
大
山
火
引
が
あ
っ
た
白

明
石
市
伊
川
谷
村
に
も
焼
夷
抑
・
煤
抑
五

O
側
が
投
下
さ
れ
た
が
被
告
は
な
か
っ
た
。

こ
の
空
襲
の
脱
様
を
中
部
取
管
区
司
令
部
は
次
の
よ
う
に
発
公
(
六
月
五
日
一

O
時
)
し
た
。

五
四



五
回
一

一
、
市
刀
法
地
の

B
m
約一一一五

O
機
は
六
月
五
日
午
前
六
時
凶
よ
り
紀
伊
水
道
市
部
お
よ
び
土
佐
山
市
部
に
お
い
て
終
結
後

空襲記録

七
時
よ
り
約
一

O
機
お
よ
び
一
ニ

O
機
の
制
隊
を
も
っ
て
紀
伊
水
道
を
北
巡
、
限
利
地
区
に
佼
入
、
約
二
時
間
半
に
わ
た
り
主
と

戸川
m
市
付
近
を
攻
般
の
の
ち
遂
に
北
部
地
区
、
奈
良
、

一
武
川
以
を
終

し
て
焼
肉
仰
に
よ
り
神
戸
市
お
よ
び
御
膨
町
、
凶
日
市
、

ov
・4
M
州凶

J
r

・-d
H
リ叫

で
熊
野
総
よ
り
脱
出
せ
h

ソ。

二
、
こ
の
た
め
神
戸
市
以
部
お
よ
び
所
内
川
市
、
戸
川
m
市
に
火
災
の
発
作
ム
を
見
た
る
も
、

民
防
空
附
の
敢
闘
に
よ
り
逐
次
似
火

J
J
J
L
J
j
、

7
L
，
v

i

d

 

わ
が
似
の
戦
川
市
一

O
時
ま
で
に
判
明
せ
る
も
の
然
防
三

O
機
以
上
、
熊
取
六
五
機
以
よ

こ
の
苑
去
に
も
ゐ
る
と
お
む
、

わ
が
航
空
郎
と
の
問
に
激
し
い
岱

-m;戦
が
市
.
向
上
空
に
お
い
て
以
附
さ
れ
た
が
、

こ
の
日
、
必

七
・
八
別
人
従
砂
浜
に
あ
っ
た
一
二
サ
ン
チ
向
射
胞
が
成
・
刀
を
発
卸
し
て
戦
川
市
を
あ
げ
た
。

ア
メ
リ
カ
爪
の
飛
行
機
の
抑
将
も
ま
た

大
き
く
、
…
内
皮
山
花
万
の
山
中
、

H
H寸
、
兵
問
J
E
、
安
長
在
日
花
、

B
I
T
t
-
J
a
q
d
d討
H
H
H

，R
t
、守an

ふ
H
メ
苦

ι
f・、
s
E
'
fん

J
E
s
h

、U4
1

・、

ハ-M-ノ
り
ツ
剥
L
F

出
1
i
'し
む
こ
特
注
さ
も
，
M
O

--mLhHnυ
岬

k

Fぜ
時
点

FE"AUF-』
J
H可
み

t

野

m市
長
は
五
日
正
午
す
ぎ
な
・
庁
、

附
似
災
将
に
対
す
る
応
急
的
m
p
T協
議
、
市
民
に
対
し
「
災
計
に
め
げ
ず
、
日
以
後
の
肪
利
に

向
っ
て
政
凶
ず
る
」
こ
と
を
一
史
的
治
し
た
。

市
民
忠
清
に
一
日
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
決
さ
れ
た
地
一
つ
の
市
民
の
足
で
あ
っ
た
市
む
は
、

三
月
一
七
日
、
一
五
月
一
一
日
、
六
月
五
日
の
大
中
一
槌
に
被
ω
討
を
う
け
た
が
、
こ
の
う
ち
六
月
五
日
の
彼
自
が
も
っ
と
も
大
き
く
、

空
襲
直
後
の
交
通
事
情

全
線
不
通
、
架
線
の
ほ
と
ん
ど
が
寸
断
さ
れ
、
山
市
山
・
取
一
向
の
焼
失
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被
山
吉
句
、
つ
け
た
が
、
即
日
間
以
尻
、
池
!
五

者
町
向
が
ん
白
川
し
た
。
当
時
の
架
線
は
制
の
使
用
紫
止
時
代
で
、
制
鉄
線
が
代
刑
さ
れ
で
い
た
た
め
、
そ
の
彼
聞
を
ご
は
と
、
必
ら

せ
で
い
た
が
、
恥
践
が
出
動
し
て
架
線
の
修
理
に
あ
た
り
、
山
手
線
が
七
月
二
日
に
加
納
町
交
恐
喝
点
ま
で
川
町
通
、
平
野
ね
が
六
月



三
O
日
、
:
加
納
町
三
丁
目
!
三
宮
駅
間
が
七
月
二
六
日
、
一
脇
浜
的
仰
が
八
月
日
日
、

が
開
通
し
、
一
八
月
日
日
よ
う
や
く
五

O
%が
佼
旧
レ
て
終
戦
を
迎
え
た
。

施
設
お
よ
び
昨
.
帆
の
被
告
は
布
引
市
中
山
・
須
防
車
問
・
巡
輸
引
務
所
を
焔
火
、
川
市
.
仰
の
会
焔
九
八
、
半
腕
二
ハ
、

m
刊
行
市
川
帆
ニ

市
パ
ユ
ハ
ニ
附
V

J

D
加
納
町
三
丁
目

lJ出
回
開

八
二
艇
の
う
ち
一
凶
三
川
酬
を
火
い
、
残
忍
市
制
も
部
品
の
不
足
に
よ
る
終
仰
不
完
全
で
故
障
続
出
、
よ
う
や
く
九
O
側
を
修
却
し

述
仮
し
て
い
た
が
、
抑
制
後
も
久
し
く
市
民
の
足
を
う
ば
っ
て
い
た
。

丞
骨

ま
た
、
有
線
は
以
内
州
本
山

l
須
腕
問
、
阪
神
氾
鉄
本
線
は
御
勝
以
一
曲
、
阪
神
凶
，
泌
総
は
小
山
町
以
.
泊
、
京
阪
神
急
行
は
戸
川
m
以
一
山

が
被
告
を
う
け
て
い
池
山
似
を
休
止
し
た
。

神
戸
の
空
襲
を
速
報
し
た
伝
容
鳩

こ
の
日
の
空
襲
で
抑
一
戸
中
央
氾
話
同
市
外
向
が
焔
け
て
市
外
と
の
巡
絡
は
全
く
附
た
れ

た
。
大
阪
府
で
は
奴
波
野
誠
が
解
除
さ
れ
る
と
時
を
う
っ
さ
ず
、
中
川
、
小
位
向
野
部
初
に
伝
説
鳩
を
制
加
え
て
神
戸
に
急
行
さ
せ

た
。
河
野
部
初
は
兵
時
以
庁
の
股
上
か
ら
鳩
を
放
ち
、
神
戸
市
の
惨
状
を
伝
え
た
。
そ
の
お
一
戦
は
午
前
九
時
三
十
分
に
大
阪
府

つ
づ
い
て
第
二
報
・
コ
一
報
・
間
報
が
い
ず
れ
も
認
を
然
し
た
鳩
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
神
戸
大
自
凶
状
況
が
明

庁
の
民
上
に
、

54 

ら
か
に
さ
れ
新
聞
・
ラ
ジ
オ
に
よ
っ
て
全
国
に
報
道
さ
れ
た
。

(
却
・

6
・
6
朝
日
新
聞
)

各
地
か
ら
救
援
隊

猛
爆
後
の
神
戸
は
全
市
猛
炎
・

mm焔
に
お
お
わ
れ
通
信
は
全
く
杜
絶
し
た
が
、
別
取
の
と
と
く
兵
附
仲
良

日完

庁
底
上
か
ら
放
た
れ
た
大
阪
府
の
伝
書
鳩
に
よ
っ
て
そ
の
惨
状
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
、
各
地
か
ら
救
俊
隊
が
続
々
と
到
お
し
た
。

郊八2E

尼
崎
に
木
部
を
お
く
阪
神
針
術
大
隊
は
西
宮
暑
に
本
部
を
移
し
、
尼
崎
・
伊
丹
。
宝
塚
各
中
隊
に
緊
急
出
動
を
命
じ
、
柄
引
然
官
・

野
山
附
隊
・
枇
計
約
問
・
緊
急
工
作
隊
・
各
紋
諮
問
の
底
的
・
宥
談
婦
の
ト
ラ
ッ
ク
・
食
粗
ト
ラ
ッ
ク
が
火
焔
た
ち
こ
め
る
県
本
部
に

五
四
三



Ji. 
問
問

バ
日
リ
ht

・-、
-T、J
4

本
部
長
の
指
仰
を
-
つ
け
て
川
県
神
戸
の
戦
災
地
に
償
問
、
政
援
に
あ
た
っ
た
U

ま
た
刷
出
か
ら
は
則
的
m
M刊
僚
符
部
指
仰
の
巾

空襲 ii己主主

隊
と
氏
絞
殺
波
隊
が
米
段
、
州
制
時
独
立
消
防
中
隊
か
ら
は
五
台
の
消
防
自
動
取
が
か
け
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
消
火
殺
段
に
治
問
附
し
た
。

当
時
の
救
間
以
状
別
に
つ
い
て
新
聞
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

。、，.，M州川41
 
消

県
側
一
下
の
神
戸
に
県
下
存
地
お
よ
び
大
阪
か
ら
消
防
車
が
救
川
氏
、
間
潟
市
・
亦
十
字
の
マ

i
ク
を
つ
け
た
ト
ラ
ッ
ク
が
食
料
品
を
削
減
し
、

持
流
の
よ
う
に
伸
一

P5h引
い
た
。
去
る
一
一
一
月
一
間
口
、
六
月
一
日
の
大
限
空
襲
に
兵
州
以
か
ら
間
的
以
・
消
防
間
・
氏
招
nm
・
食
粒
な
ど
を
ト

ラ
ッ
ク
ぼ
に
満
州
叫
し
大
限
に
向
っ
た
限
神
間
活
を
、
こ
の
日
は
大
限
か
ら
お
返
し
の
故
按
だ
っ
た
。
つ
い
で
大
限
山
川
救
泌
ぼ
・
防
市
救
護
問
か

ら
八
O
h
v
H
の
氏
郎
・
行
設
い
州
・
特
忠
志
似
の
医
科
学
生
ニ

K
名
、
大
.
民
陪
・
出
叩
病
院
民
政
政
・
悦
郎
氏
山
町
班
な
ど
が
刊
行
、
赤
十
字
の
脱
を

先
制
州
に
余
引
い
、
を
く
ぐ
「
て
白
山
行
の
治
政
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
大
氏
側
問
司
令
部
か
ら
も
特
設
枕
従
班
が
到
折
、
市
内
判
的
の
中
部
W
小
部
隊
と

協
・
刀
し
て
泊
wm問
先
、
交
通
一
線
の
椛
山
内
に
あ
た
り
、
救
出
ほ
の
…
部
は
仰
拶
・
河
川
悦
・
凶
引
に
わ
た
っ
て
心
強
い
社
法
活
動
を
お
こ
な
?
た
。

〈
一

m
・6
・6
朝
日
清
川
)

ア
メ
リ
カ
山
内
ム
川
市
の
攻
恨
円
以
が
火
山
市
か
ら
・
中
小
部
市
、

ぃ
父
泌
的
関
な
ど
の
無
涼
別
川
城
県
に
移
行
、

反
中
・
也
認
で
之
γ
サ
出
・
戸

川

viLr--Ef--1E
，.E
・E

・-s
'
s
-
-
T
E
d
-
-
-
E
4
，
.
，
・
aa-町

け
・
吹

m
・
尼
崎
・
凶
日

-mum-明
石
・
剣
山
町
な
ど
が
烈
泌
さ
れ
、
六
月
七
日
と
一
五
日
に
は
大
阪
に
火
山
川
拠
が
あ
り
、
神
戸

也事

市
は
六
月
に
は
一

O
M、
七
月
に
は
一
…

o
Mの
小
中
一
泌
が
あ
っ
た
。

交
泌
機
関
で
は
鉄
道
有
限
収
工
羽
、
版
取
機
関
民
、
七
日
川
一
九
日
に
は
県
波
貨
物
駅
、
山
川
沿
線
の
分
岐
点
沿
ど
が
燦
附
附
さ
れ
た
。

.、、ノ川村
H
W

、

FL『
珂

ν
H
Hけ
H

れ
司
自
D
m
川
日
出
正
常
河
、

i
i
t
f
i
l
-
-
:
i
1
 
伊
川
芥
村
は
神
戸
市
と
問
石
市
に
故
も
隣
践
し
て
い
た
凶
係
で
、

明
石
市
の
川
崎
航
夜

民
明
石
工
場
お
よ
び
明
石
市
の
質
製
三
月
一
九
日
、
六
月
一
一
一
一
口
、
六
月
二
六
日
、
七
月
六
}
七
日
〉
の
余
波
を
う
け
て
去
涼
村
は
死
者

七
七
I
A
1

白
向
者
八
五
人
、
家
nm全
壊
三
八
三
戸
、
、
半
柏
崎
~
七
五
円
も

ほ
か
釘
出
ミ
O
五
日
、
権
災
有
三
、
九
ハ

O
八
人
、
伊
川
谷



村
は
一
月
日
九
日
の
明
石
の
宮
製
と
三
月
一
七
日
夜
の
神
戸
の
大
限
関
で
必
者
六
人
、
白
川
問
符
五
人
、
氷
川
向
会
焔
ニ
コ
戸
・
椛
災

者
コ
ニ

O
人
を
出
し
た
。

ニ
四
時
関
連
続
爆
撃

七
月
二
凶
日
に
は

B
m
・
p
日
・

B
M
・
グ
ラ
マ
ン

F
6
F計
ニ
午
機
が
マ
リ
ア
ナ
・
脱
出
削
向
・
沖

制
の
各
民
地
お
よ
び
縦
上
か
ら
飛
ぴ
江
っ
て
、
浜
M

似
以
川
問
、
大
阪
、
神
戸
、
中
間
、
問
凶
の
各
都
市
に
従
来
日
加
な
か
っ
た
大
畑
悦

に
し
て
広
組
問
な
述
紛
波
状
煤
般
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
日
は
従
来
の
問
欺
的
攻
州
市
か
ら
一
一
問
時
間
述
紛
烈
拠
の
刀
法
を
と
っ
て

政
演
よ
り
神
経
戦
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
月
、
お
地
に
来
襲
し
た
米
機
の
延
機
数
は
二
万
機
に
述
し
た
。

九

阪
神
間
の
夜
間
大
空
襲

l
l
m和
二

O
年
八
月
五
j
六
日

!
i

八
月
五
日
午
後
九
時
と
ろ
土
佐
州
、
熊
野
純
沖
に
終
結
し
た

B
m
の
う
ち
第
一
一
一
昨
一
一
一
一

O
機
が
紀
伊
水
道
よ
り
数
制
隊
に
分
れ
て
凶
符
市
に
佼
入
、
一
内
・
討
を
中
心
に
尼
崎
市
、
芦
民
市
、
取
れ
市

八
月
は
終
戦
の
一
五
日
ま
で
に
大
小
一
一
…
凶
の
虫
削
減
が
あ
っ
た
。

五
ヵ
町
村
お
よ
び
神
戸
市
の
東
部
、

姫
路
市
に
お
よ
ぷ
広
い
地
域
を
長
時
間
に
わ
た
っ
て
反
復
大
昭
泌
を
お
こ
な
い
、

協
…
山
川
仰

(
作
祁
)
問
万
例
と
煤
仰
を
泌
投
し
た
。

折
倒
の
急
一
闘
に
よ
っ
て
六
日
払
腕
ょ
う
や

ヨと

こ
の
た
め
各
地
に
大
火
災
が
発
生
し
た
が
、

く
鎖
火
し
た
。
市
部
の
被
容
は
別
合
に
少
な
く
、
死
者
ニ
一
人
、
負
傷
者
二
九
人
、
・
米
肢
の
企
焼
一
、

O
六
一
一
一
一
戸
、
半
焼
三
二
一
戸
、

i政

招
災
育
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